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ldm – Logical Domains Manager用のコマンド行インタフェース

ldm or ldm --help [subcommand]
ldm -V

ldm add-domain -i file
ldm add-domain [mac-addr=num] [hostid=num]

[failure-policy=ignore|panic|reset|stop] [master=master-ldom1,...,master-ldom4] ldom
ldm add-domain ldom...

ldm set-domain -i file
ldm set-domain [mac-addr=num] [hostid=num]

[failure-policy=ignore|panic|reset|stop] [master=[master-ldom1,...,master-ldom4]] ldom
ldm remove-domain -a

ldm remove-domain ldom...

ldm list-domain [-e] [-l] [-o format] [-p] [ldom...]

ldm migrate-domain [-f] [-n] [-p filename] source-ldom [user@]target-host[:target-ldom]

ldm add-vcpu [-c] number ldom
ldm set-vcpu [-c] number ldom
ldm remove-vcpu [-c] number ldom
ldm add-crypto number ldom
ldm set-crypto number ldom
ldm remove-crypto number ldom
ldm add-memory [--auto-adj] size[unit] ldom
ldm set-memory [--auto-adj] size[unit] ldom
ldm remove-memory [--auto-adj] size[unit] ldom
ldm start-reconf ldom
ldm cancel-reconf ldom
ldm cancel-operation (migration | reconf | memdr) ldom
ldm add-io bus-or-device ldom
ldm remove-io bus-or-device ldom
ldm list-io [-l] [-p]

ldm add-vsw [default-vlan-id=vlan-id] [pvid=port-vlan-id] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...]
[linkprop=phys-state] [mac-addr=num] [net-dev=device] [mode=sc] [mtu=size]
[id=switch-id] vswitch-name ldom

ldm set-vsw [pvid=port-vlan-id] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...] [mac-addr=num] [net-dev=device]
[linkprop=[phys-state]] [mode=[sc]] [mtu=size] vswitch-name

ldm remove-vsw [-f] vswitch-name
ldm add-vnet [mac-addr=num] [mode=hybrid] [pvid=port-vlan-id] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...]
[linkprop=phys-state] [id=network-id] [mtu=size] if-name vswitch-name ldom

ldm set-vnet [mac-addr=num] [vswitch=vswitch-name] [mode=[hybrid]] [pvid=port-vlan-id]
[linkprop=[phys-state]] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...] [mtu=size] if-name ldom

ldm remove-vnet [-f] if-name ldom
ldm add-vds service-name ldom
ldm remove-vds [-f] service-name
ldm add-vdsdev [-f] [options={ro,slice,excl}] [mpgroup=mpgroup] backend

volume-name@service-name
ldm set-vdsdev [-f] options=[{ro,slice,excl}] [mpgroup=mpgroup]

volume-name@service-name
ldm remove-vdsdev [-f] volume-name@service-name
ldm add-vdisk [timeout=seconds] [id=disk-id] disk-name volume-name@service-name ldom

名前

形式
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ldm set-vdisk [timeout=seconds] [volume=volume-name@service-name] disk-name ldom
ldm remove-vdisk [-f] disk-name ldom
ldm add-vdpcs vdpcs-service-name ldom
ldm remove-vdpcs [-f] vdpcs-service-name
ldm add-vdpcc vdpcc-name vdpcs-service-name ldom
ldm remove-vdpcc [-f] vdpcc-name ldom
ldm add-vcc port-range=x-y vcc-name ldom
ldm set-vcc port-range=x-y vcc-name
ldm remove-vcc [-f] vcc-name
ldm set-vcons [port=[port-num]] [group=group] [service=vcc-server] ldom
ldm add-variable var-name=[value]... ldom
ldm set-variable var-name=[value]... ldom
ldm remove-variable var-name... ldom
ldm list-variable [var-name...] ldom
ldm start-domain (-a | -i file | ldom...)

ldm stop-domain [-f] (-a | ldom...)

ldm panic-domain ldom
ldm bind-domain (-i file | ldom)

ldm unbind-domain ldom
ldm list-bindings [-e] [-p] [ldom...]

ldm add-spconfig config-name
ldm add-spconfig -r autosave-name [new-config-name]
ldm set-spconfig config-name
ldm set-spconfig factory-default

ldm remove-spconfig [-r] config-name
ldm list-spconfig [-r [autosave-name]]
ldm list-constraints ([-x] | [-e] [-p]) [ldom...]

ldm list-devices [-a] [-p] [core] [cpu] [crypto] [memory] [io]

ldm list-services [-e] [-p] [ldom...]

ldm add-policy [enable=yes|no] [priority=value] [attack=value] [decay=value]
[elastic-margin=value] [sample-rate=value] [tod-begin=hh:mm[:ss]]
[tod-end=hh:mm[:ss]] [util-lower=percent] [util-upper=percent] [vcpu-min=value]
[vcpu-max=value] name=policy-name ldom...

ldm set-policy [enable=[yes|no]] [priority=[value]] [attack=[value]] [decay=[value]]
[elastic-margin=[value]] [sample-rate=[value]] [tod-begin=[hh:mm:ss]]
[tod-end=[hh:mm:ss]] [util-lower=[percent]] [util-upper=[percent]] [vcpu-min=[value]]
[vcpu-max=[value]] name=policy-name ldom...

ldm remove-policy [name=]policy-name... ldom
ldm init-system [-rs] -i file

ldmコマンドは、Logical Domains Managerと相互に作用し、論理ドメインの作成お
よび管理に使用されます。Logical Domains Managerは、サーバーごとに 1つだけ存
在できます。Logical Domains Managerは制御ドメインに対して実行します。これ
は、サービスプロセッサにより作成される初期ドメインです。制御ドメインの名前
は primaryです。

論理ドメインは、独自のオペレーティングシステム、資源、および単一のコン
ピュータシステム内での識別情報を持つ個別の論理グループです。各論理ドメイン
は、サーバーの電源の再投入を必要とせずに、作成、削除、再構成、および再起動

機能説明

ldm(1M)
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を単独で行うことができます。セキュリティー上の理由から、論理ドメインを使用
してさまざまなアプリケーションを異なるドメインで動作させて、アプリ
ケーションの独立性を維持することができます。

論理ドメインはすべて同じですが、論理ドメインに対して指定する役割に基づいて
それぞれ区別できます。論理ドメインが実行できる役割は、次のとおりです。

制御ドメイン ハイパーバイザと通信することによって、ほかの論理ドメイ
ンおよびサービスを作成および管理します。

サービスドメイン 仮想ネットワークスイッチ、仮想ディスクサービスなどの
サービスをほかの論理ドメインに提供します。

I/Oドメイン PCI EXPRESS (PCIe)コントローラ内のネットワークカードな
どの、物理 I/Oデバイスに直接アクセスできます。I/Oドメイ
ンは、PCIeルートコンプレックスを所有するか、静的ダイレ
クト I/O (Static Direct I/O (SDIO)、SDIO)機能を使用して PCIe
スロットまたはボード上の PCIeデバイスを所有できます。

I/Oドメインは、I/Oドメインがサービスドメインとしても使
用される場合に、仮想デバイスの形式でほかのドメインと物
理 I/Oデバイスを共有できます。

ルートドメイン PCIeルートコンプレックスが割り当てられます。このドメイ
ンは、PCIeファブリックとすべての接続されているデバイス
を所有し、ファブリックのエラー処理などのファブリック関
連のサービスをすべて提供します。ルートドメインは I/Oド
メインでもあり、物理 I/Oデバイスを所有し、それらに直接
アクセスできます。

保持できるルートドメインの数は、プラットフォームアーキ
テクチャーによって決まります。たとえば、Sun SPARC
Enterprise T5440サーバーを使用している場合、最大で 4つの
ルートドメインを保持できます。

ゲストドメイン I/Oドメインおよびサービスドメインのサービスを使用
し、制御ドメインによって管理されます。

Logical Domains Managerを使用して、ドメイン間の依存関係を確立できます。

マスタードメイン 1つ以上のドメインが依存しているドメインです。マス
タードメインは、マスタードメインに障害が発生した場合に
そのスレーブドメインによって適用される障害ポリシーを指
定します。たとえば、マスタードメインに障害が発生した場
合、マスタードメインの障害ポリシーに基づき、スレーブド
メインに対して、放置、パニックの発生、再起動、または停
止を行うことができます。

ldm(1M)
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スレーブドメイン 他のドメインに依存しているドメインです。ドメインは、1
つ以上のマスタードメインに障害が発生した場合に障害ポリ
シーを適用するように指示するマスタードメインを、最大 4
つ指定できます。

サポートされているサブコマンドとその説明および各サブコマンドに必要な権限
は、次のとおりです。ユーザーアカウントの承認の設定については、『Oracle VM
Server for SPARC 2.0管理ガイド』の「ユーザーアカウントに対する承認およびプロ
ファイルの作成と役割の割り当て」を参照してください。

サブコマンド 説明 承認

add-spconfig 論理ドメイン構成をサービスプロ
セッサ (SP)に追加します。

solaris.ldoms.write

add-domain 論理ドメインを作成します。 solaris.ldoms.write

add-policy 既存の論理ドメインに資源管理ポリ
シーを追加します。

solaris.ldoms.write

add-resource 既存の論理ドメインに資源を追加しま
す。資源の定義については、「資
源」を参照してください。

solaris.ldoms.write

bind-domain 作成された論理ドメインに資源をバイ
ンドします。

solaris.ldoms.write

cancel-operation 遅延再構成 (reconf)、メモリー動的再構
成 (Dynamic Reconfiguration、DR)削除
(memdr)、またはドメイン移行
(migration)などの処理を取り消しま
す。

solaris.ldoms.write

cancel-reconf primaryドメインの遅延再構成処理を取
り消します。

solaris.ldoms.write

list-domain 論理ドメインおよびその状態のリスト
を表示します。

solaris.ldoms.read

list-type 論理ドメインのバインド、制約、デバ
イス、サービス、構成な
ど、サーバー資源を表示します。

solaris.ldoms.read

list-variable 論理ドメインの変数のリストを表示し
ます。

solaris.ldoms.read

migrate-domain マシン間で論理ドメインを移行しま
す。

solaris.ldoms.write

panic-domain 指定された論理ドメインのOracle Solaris
OSでパニックを発生させます。

solaris.ldoms.write

サブコマンドの
要約

ldm(1M)
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サブコマンド 説明 承認

remove-spconfig サービスプロセッサから論理ドメイン
構成を削除します。

solaris.ldoms.write

remove-domain 論理ドメインを削除します。 solaris.ldoms.write

remove-policy 既存の論理ドメインから資源管理ポリ
シーを削除します。

solaris.ldoms.write

remove-resource 既存の論理ドメインから資源を削除し
ます。資源の定義については、「資
源」を参照してください。

solaris.ldoms.write

remove-variable 既存の論理ドメインから 1つ以上の変数
を削除します。

solaris.ldoms.write

set-spconfig 使用する論理ドメイン構成を指定しま
す。

solaris.ldoms.write

set-domain 論理ドメインにプロパティーを設定し
ます。

solaris.ldoms.write

set-policy 既存の論理ドメインに資源管理ポリ
シーのプロパティーを設定します。

solaris.ldoms.write

set-resource 既存の論理ドメインに対して資源を指
定します。これは、プロパティーの変
更または数量の変更のいずれかに使用
できます。資源 vcpu、memory、または
cryptoに適用する場合、これは数量の
変更を表します。数量の変更の場
合、このサブコマンドは動的または遅
延再構成処理となり、指定した資源の
数量が、指定した論理ドメインに割り
当てられます。論理ドメインに割り当
てられている資源の数がこのサブコマ
ンドの指定よりも多い場合は、いくつ
かの資源が削除されます。論理ドメイ
ンに割り当てられている資源の数がこ
のサブコマンドの指定よりも少ない場
合は、いくつかの資源が追加されま
す。資源の定義については、「資
源」を参照してください。

solaris.ldoms.write

set-variable 既存の論理ドメインに 1つ以上の変数を
設定します。

solaris.ldoms.write

start-domain 1つ以上の論理ドメインを起動します。 solaris.ldoms.write

start-reconf primaryドメイン上で遅延再構成モード
に入ります。

solaris.ldoms.write

ldm(1M)
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サブコマンド 説明 承認

stop-domain 1つ以上の動作中の論理ドメインを停止
します。

solaris.ldoms.write

unbind-domain 論理ドメインから、資源のバインドを
解除 (資源を解放)します。

solaris.ldoms.write

注 –すべてのサブコマンドが、すべての資源タイプでサポートされているわけでは
ありません。

次の表に、ldmサブコマンドの 3種類の別名を示します。

別名の種類 省略形式 長文形式

処理の別名 (動詞) ls list

処理の別名 (動詞) rm remove

資源の別名 (名詞) config spconfig

資源の別名 (名詞) crypto mau

資源の別名 (名詞) dom domain

資源の別名 (名詞) mem memory

資源の別名 (名詞) var variable

資源の別名 (名詞) vcc vconscon

資源の別名 (名詞) vcons vconsole

資源の別名 (名詞) vdpcc ndpsldcc

資源の別名 (名詞) vdpcs ndpsldcs

資源の別名 (名詞) vds vdiskserver

資源の別名 (名詞) vdsdev vdiskserverdevice

資源の別名 (名詞) vsw vswitch

サブコマンドの
ショートカット

bind bind-domain

サブコマンドの
ショートカット

cancel-op cancel-operation

サブコマンドの
ショートカット

create add-domain

別名

ldm(1M)
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別名の種類 省略形式 長文形式

サブコマンドの
ショートカット

destroy remove-domain

サブコマンドの
ショートカット

list list-domain

サブコマンドの
ショートカット

migrate migrate-domain

サブコマンドの
ショートカット

modify set-domain

サブコマンドの
ショートカット

panic panic-domain

サブコマンドの
ショートカット

start start-domain

サブコマンドの
ショートカット

stop stop-domain

サブコマンドの
ショートカット

unbind unbind-domain

注 –このマニュアルページの以降の構文および例では、省略形式の処理の別名およ
び資源の別名を使用します。

次の資源がサポートされています。

io PCIeルートコンプレックスなどの I/Oデバイス
と、それらに接続されているアダプタとデバイ
ス。ダイレクト I/O割り当て可能デバイスでもあり
ます。

crypto サポートされているサーバー上でサポートされてい
る暗号化装置。現在、モジュラー演算ユニット
(MAU)とControl Word Queue (CWQ)の 2つの暗号化
装置がサポートされています。

mem、memory バイト単位のデフォルトのメモリーサイズ。つま
り、Gバイト (G)、Kバイト (K)、またはMバイト (M)
を指定します。ゲストドメインに割り当てることが
できる、サーバーの仮想化されたメモリーです。

vcc、vconscon ゲストドメインの作成時に各ゲストドメインに割り
当てるための特定範囲のTCPポートを持つ、仮想コ
ンソール端末集配信装置 (コンセントレータ)サービ
ス。

資源

ldm(1M)
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vcons、vconsole システムレベルのメッセージにアクセスするための
仮想コンソール。接続は、特定のポートで制御ドメ
イン上の vconsconサービスに接続することによって
実現します。

vcpu 各仮想CPUは、サーバーの 1つのCPUスレッドを
表します。たとえば、8コアの Sun SPARC Enterprise
T5120サーバーには、論理ドメイン間で割り当てる
ことができる 64の仮想CPUがあります。

vdisk 仮想ディスクは、さまざまな種類の物理デバイ
ス、ボリューム、またはファイルで構成される総称
的なブロック型デバイスです。仮想ディスクは SCSI
ディスクと同義ではありません。そのため、ディス
ク名内のターゲット ID (tN)は除外されます。論理
ドメインの仮想ディスクの形式は、cNdNsNで
す。cNは仮想コントローラ、dNは仮想ディスク番
号、および sNはスライスを示します。

vds、vdiskserver ほかの論理ドメインに仮想ディスクをエクスポート
できる仮想ディスクサーバー。

vdsdev、vdiskserverdevice 仮想ディスクサーバーがエクスポートしたデバイ
ス。このデバイスには、ディスク全体、ディスクの
スライス、ファイル、またはディスクボリュームを
指定できます。

vdpcc 仮想データプレーンのチャンネルクライアン
ト。Netra Data Plane Software (NDPS)環境でのみ使用
されます。

vdpcs 仮想データプレーンのチャンネルサービス。Netra
Data Plane Software (NDPS)環境でのみ使用されま
す。

vnet 仮想 Ethernetデバイスを実装し、仮想ネットワーク
スイッチ (vsw)を使用するシステム内のほかの vnet

デバイスと通信する仮想ネットワークデバイス。

vsw、vswitch 仮想ネットワークデバイスを外部ネットワークに接
続し、仮想ネットワークデバイス間でのパケットの
切り替えも行う仮想ネットワークスイッチ。

次の種類のリストがサポートされています。

bindings 論理ドメインにバインドされている資源のリスト。

リストの種類
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config サービスプロセッサ (Service Processor、SP)上に格納される論理ドメ
インの構成を一覧表示します。Oracleの Sun UltraSPARC T3ベース
のサーバーでは、作成日の最も古いものから新しいものへという順
番で構成が表示されます。

constraints 論理ドメインの作成に使用される制約のリスト。

devices サーバー用の使用されていないすべてのデバイスの一覧表示。

services 論理ドメインによってエクスポートされるすべてのサービスの一覧
表示。

次の表に、ldmコマンドのオプションを示します。適用可能な場合、オプションの
省略形式に続いて長形式を示します。

-a --all すべての種類のオペランドで動作します。

--auto-adj add-memory、set-memory、および remove-memoryサブコ
マンドが、256Mバイトの境界でのメモリーの変更を揃
えることを指定します。--auto-adjオプションの動作
は、影響を受けるドメインの状態によって決まりま
す。
■ アクティブなドメイン。「動的再構成」の場合、こ
のオプションは、256Mバイト境界で追加または削
除されるメモリーの量を揃えます。量は add-memory

操作の場合は切り上げられ、remove-memory操作の
場合は切り下げられます。set-memory操作
は、add-memory操作または remove-memory操作とし
て扱われます。これらのサブコマンドのいずれかに
対して、--auto-adj操作は、ドメインのメモ
リーの「結果として得られるサイズ」が要求された
サイズより大きいか等しくなるようにします。
「遅延再構成」の場合、このオプションは境界また
は非アクティブドメインと同じ動作になります。遅
延再構成は次の状況下で発生します。

■ ドメインが遅延再構成を開始する。
■ 遅延再構成がドメイン内で未処理になってい
る。

■ 境界ドメインまたは非アクティブドメイン。このオ
プションは、次の 256Mバイトの境界まで切り上げ
ることにより、ドメインの結果として得られるサイ
ズを揃えます。この位置揃え
は、add-memory、set-memory、および remove-memory

操作で発生します。

オプション

ldm(1M)
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-c number --core number 論理ドメインに対してコア全体の割り当てが実行され
ることを指定します。numberは、割り当てられるコア
全体の数です。

-e --extended 自動的に設定されるサービスおよびデバイスを含む拡
張リストを生成します。これは制御できません。

-f --force 処理を強制的に試行します。

-i file --input file 論理ドメインの作成に使用するXML構成ファイルを指
定します。

-l --long 長いリストを生成します。

-n --dry-run 移行が成功するかどうかを確認するために、移行の予
行演習を行います。ドメインの移行が実際に行われる
わけではありません。

-o format --output format 表示する内容に応じて、ldm listコマンドの形式を指定
しま
す。console、core、cpu、crypto、disk、domain、memory、network、physio、resmgm

よび statusのうち 1つ以上を指定します。複数の形式
を指定する場合は、各形式をコンマで区切ります。ス
ペースは入れません。

-p --parseable マシンが読み取り可能なバージョンの出力を生成しま
す。

-r add-spconfig、list-spconfig、および remove-spconfig

サブコマンドの場合:手動の構成回復を実行します。

-r --reboot init-systemサブコマンドの場合:構成後にシステムを再
起動します。

-s --services-only 仮想サービス構成のみを復元します (vds、vcc、および
vsw)。

-x file --xml file 論理ドメインの制約を含むXMLファイルを標準出力
(stdout)に書き込むことを指定します。バックアップ
ファイルとして使用できます。

-V --version バージョン情報を表示します。

--help 使用法の説明を表示します。

注 –さまざまな ldm set-*コマンドで、空の値を指定してプロパティーをデフォル
ト値にリセットすることができます。たとえば、次の ldm set-policyコマンドを実
行すると、attackプロパティーをデフォルト値にリセットできます。

# ldm set-policy attack= high-policy ldom1

次の種類のプロパティーがサポートされています。

Properties

ldm(1M)
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attack=value いずれか 1つの資源制御サイクル中に追加する資源の最大
量を指定します。使用可能な資源がこの量よりも少ない場
合は、使用可能な資源がすべて追加されます。使用可能な
仮想CPUをできるだけ多く追加できるよう、デフォルト
では attackに制限はありません。有効な値は、1から、シ
ステムで使用していない仮想CPUの数までです。

decay=value いずれか 1つの資源制御サイクル中に削除する資源の最大
量を指定します。このプロパティーで指定されている値の
ほうが大きい場合でも、現在バインドされている仮想
CPUの数から vcpu-minの値を引いた数だけが削除できま
す。デフォルトでは、値は 1です。有効な値は、1か
ら、仮想CPUの合計数より 1少ない数までです。

default-vlan-id= 仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメン
バーにする必要があるデフォルトの仮想ローカルエリア
ネットワーク (VLAN)を、タグ付きモードで指定しま
す。最初のVLAN ID (vid1)は、この default-vlan-idに予
約されています。

elastic-margin=value util-lowerと使用していない仮想CPU数の間の
バッファー量を指定して、仮想CPUの数を減らした場合
の変動を回避します。有効な値は、0から 100までで
す。デフォルト値は 5です。

enable=yes|no 個々のドメインの資源管理を有効または無効にします。デ
フォルトでは、enable=yesです。

failure-policy= マスタードメインの障害ポリシーを指定します。このポリ
シーは、マスタードメインに障害が発生した場合のス
レーブドメインの動作を制御します。このプロパ
ティーは、マスタードメインで設定します。デフォルト値
は ignoreです。次に、有効なプロパティー値を示しま
す。
■ ignoreは、マスタードメインの障害を無視します。ス
レーブドメインは影響を受けません。

■ panicは、マスタードメインに障害が発生した場合、す
べてのスレーブドメインにパニックを発生させます。

■ resetは、マスタードメインに障害が発生した場合、す
べてのスレーブドメインをリセットします。

■ stopは、マスタードメインに障害が発生した場合、す
べてのスレーブドメインを停止します。
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group= コンソールを接続するグループを指定します。グループ引
数を使用すると、同一のTCP接続上で複数のコンソール
を多重化できます。

hostid= 特定のドメインのホスト IDを指定します。ホスト IDを指
定しない場合、Logical Domains Managerにより一意のホス
ト IDが各ドメインに割り当てられます。

id= 新しい仮想ディスクデバイス、仮想ネットワークデバイ
ス、および仮想スイッチデバイスの IDをそれぞれ指定し
ます。

linkprop=phys-state 配下の物理ネットワークデバイスに基づいて、仮想デバイ
スがリンクステータスをレポートするかどうかを指定しま
す。コマンドラインで linkprop=phys-stateを指定する
と、仮想デバイスのリンクステータスは物理リンクス
テータスを反映します。デフォルトでは、仮想デバイスの
リンクステータスは物理リンクステータスを反映しませ
ん。

mac-addr= MACアドレスを定義します。番号は、標準のオクテット
記述法で指定する必要があります。たとえ
ば、80:00:33:55:22:66とします。

master= 1つのスレーブドメインに対して最大 4つのマスタードメ
インの名前を指定します。このプロパティーは、スレーブ
ドメインで設定します。デフォルトでは、ドメインに対し
てマスタードメインは設定されていません。ldm

add-domain操作の前に、そのドメインが存在している必要
があります。

注 – Logical Domains Managerでは、依存サイクルが生じる
ドメイン関係を作成することはできません。

mode= add-vswおよび set-vswサブコマンドの場合:

ゲストドメインでOracle Solarisクラスタソフトウェアが動
作していない場合は、仮想ネットワークのパフォーマンス
に影響を与える可能性があるため、このオプションを指定
しないでください。
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そうでない場合は、次のいずれかを指定します。
■ Logical Domains環境で&ClusterP od;ハートビートパ
ケットの処理を優先順位付けするために、仮想ネット
ワークのサポートを有効にするには、mode=scを指定し
ます。

■ ハートビートパケット用の特別な処理を停止するに
は、set-vswサブコマンドの mode=引数を空白のままに
します。

add-vnetおよび set-vnetサブコマンドの場合:

NIUハイブリッド I/Oを使用しない場合は、このオプ
ションを省略します。

そうでない場合は、次のいずれかを指定します。
■ mode=hybridを設定して、可能な場合にはNIUハイブ
リッド I/Oを使用するようにシステムに要求しま
す。可能でない場合には、システムにより仮想 I/Oに
戻されます。『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイ
ド』の「NIUハイブリッド I/Oの使用」を参照してく
ださい。

■ NIUハイブリッド I/Oを無効にするには、set-vnetサ
ブコマンドの mode=引数を空白のままにします。

mpgroup= 複数の仮想ディスクサーバーデバイス (vdsdev)のマルチパ
スグループ名を定義します。したがって、仮想ディスクが
仮想ディスクサーバーデバイスと通信できない場合、マル
チパスグループ内のほかの仮想ディスクサーバーデバイス
に対してフェイルオーバーが開始されます。

mtu= 仮想スイッチ、その仮想スイッチにバインドされている仮
想ネットワークデバイス、またはその両方の最大転送単位
(MTU)を指定します。有効な値の範囲は 1500潤ｵ 16000で
す。無効な値を指定すると、ldmコマンドでエラーが発生
します。

name=policy-name 資源管理ポリシー名を指定します。

net-dev= 実際のネットワークデバイスのパス名を定義します。

options= 特定の仮想ディスクサーバーデバイスに、次のオプション
のすべてまたはサブセットを指定します。2つ以上のオプ
ションは、空白文字を入れずにコンマで区
切って、ro,slice,exclのように指定します。
■ ro -読み取り専用アクセスを指定

ldm(1M)

Oracle VM Server for SPARC 2.0リファレンスマニュアル • 最終更新日 2010年 9月18

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-2933&id=usingniuhybridio
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-2933&id=usingniuhybridio


■ slice -単一スライスのディスクとしてバックエンドを
エクスポート

■ excl -排他的なディスクアクセスを指定

add-vdsdevサブコマンドの options=引数を指定しないか
空白のままにすると、デフォルト値であるディスク、非排
他的、および読み取り/書き込みになります。以前に指定
したオプションをオフにするには、set-vdsdevサブコマン
ドの options=引数を空白のままにします。

port= 特定のポート番号を指定するか、空白のままにし
て、Logical Domains Managerによるポート番号の設定を可
能にします。

port-range= TCPポートの範囲を定義します。

priority=value ポリシーの実効時間が重複する場合に、選択するポリ
シーを決めます。数値が低いほど、優先度は高く (良く)な
ります。有効な値は、1から 9999までです。デフォルト値
は 99です。

pvid= 仮想ネットワークデバイスをメンバーにする必要のある
VLANをタグなしモードで指定します。

sample-rate=value サイクル時間を秒単位で指定します。有効な値は、1から
10までです。推奨値はデフォルトの 10です。

service= コンソール接続を処理する既存の仮想コンソール端末集配
信装置の名前を指定します。

timeout= 仮想ディスククライアント (vdc)と仮想ディスクサーバー
(vds)の間の接続を確立する際の秒数を定義します。複数
の仮想ディスク (vdisk)パスがある場合、vdcは、別の vds

への接続を試みることができます。また、タイムアウトに
よって、いずれかの vdsへの接続が指定の時間内に確実に
行われます。0を指定すると set-vdiskサブコマンドのタ
イムアウトは無効になります。

tod-begin=hh:mm[:ss] ポリシーの有効開始時刻を指定します。単位は時、分、秒
(オプション)です。デフォルト値は 00:00:00です。

tod-end=hh:mm[:ss] ポリシーの有効停止時刻を指定します。単位は時、分、秒
(オプション)です。デフォルト値は 23:59:59です。

util-lower=percent ポリシー分析がトリガーされる使用率の下限レベルを指定
します。有効な値は、1から、util-upperより 1少ない数
までです。デフォルト値は 60です。
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util-upper=percent ポリシー分析がトリガーされる使用率の上限レベルを指定
します。有効な値は、util-lowerに 1を足した数から 99
までです。デフォルト値は 85です。

vcpu-max=value ドメインの仮想CPU資源の最大値を指定します。デ
フォルトでは、仮想CPUの最大数に制限はありませ
ん。有効な値は、vcpu-minに 1を足した数から、システム
で使用していない仮想CPUの合計数までです。

vcpu-min=value ドメインの仮想CPU資源の最小値を指定します。有効な
値は、1から、vcpu-maxより 1少ない数までです。デ
フォルト値は 1です。

vid= 仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメン
バーにする必要があるVLANを、タグ付きモードで指定し
ます。

volume= 仮想ディスクのボリューム名を変更します。

vswitch= 仮想ネットワークの仮想スイッチ名を変更します。

次に、listサブコマンド出力内のフラグの定義を示します。

- 可変部分

c 制御ドメイン

d 遅延再構成

e エラー

n 通常

r 進行中のメモリーDR

s 列 1 -起動または停止

列 6 -ソースドメイン

t 列 2 -切り替え

列 6 -ターゲットドメイン

v 仮想 I/Oサービスドメイン

リストフラグ値は位置に依存します。次に、左から順に 5つの列のそれぞれに表示
される可能性のある値を示します。

listサブコマンド
出力内のフラグ

ldm(1M)

Oracle VM Server for SPARC 2.0リファレンスマニュアル • 最終更新日 2010年 9月20



表 1 リストフラグの位置

列 1 列 2 列 3 列 4 列 5 列 6

sまたは - nまたは t d、r、または
-

cまたは - vまたは - s、t、または
e

この節では、サポートされているコマンド行インタフェース (CLI)のすべての処
理、つまり、すべてのサブコマンドと資源の組み合わせについて説明します。

ドメインの追加

このサブコマンドは、1つ以上の論理ドメイン名を指定するかまたはXML構成
ファイルを使用して、1つ以上の論理ドメインを追加します。MACアドレス、ホス
ト ID、マスタードメインのリスト、障害ポリシーなど、ドメインをカスタマイズ
するためのプロパティー値を指定することもできます。これらのプロパティー値を
指定しない場合、Logical Domains Managerにより自動的にデフォルト値が割り当て
られます。

ldm add-dom -i file
ldm add-dom [mac-addr=num] [hostid=num]

[failure-policy=ignore|panic|reset|stop] [master=master-ldom1,...,master-ldom4] ldom
ldm add-dom ldom...

ここでは、次のように指定します。

■ -i fileは、論理ドメインの作成に使用するXML構成ファイルを指定します。
■ mac-addr=numは、このドメインのMACアドレスです。番号は、標準のオク
テット記述法で指定する必要があります。たとえば、80:00:33:55:22:66としま
す。

■ hostidは、特定のドメインのホスト IDを指定します。ホスト IDを指定しない
場合、Logical Domains Managerにより一意のホスト IDが各ドメインに割り当て
られます。

■ failure-policyは、マスタードメインの障害ポリシーを指定します。このポリ
シーは、マスタードメインに障害が発生した場合のスレーブドメインの動作を
制御します。このプロパティーは、マスタードメインで設定します。デフォル
ト値は ignoreです。次に、有効なプロパティー値を示します。

■ ignoreは、マスタードメインの障害を無視します。スレーブドメインは影響
を受けません。

■ panicは、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメ
インにパニックを発生させます。

■ resetは、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメ
インをリセットします。

サブコマンドの
使用法

ドメインの追
加、設定、削
除、および移行
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■ stopは、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメイ
ンを停止します。

■ masterには、1つのスレーブドメインに対して最大 4つのマスタードメインの名
前を指定します。このプロパティーは、スレーブドメインで設定します。デ
フォルトでは、ドメインに対してマスタードメインは設定されていません。ldm

add-domain操作の前に、マスタードメインが存在している必要があります。

注 – Logical Domains Managerでは、依存サイクルが生じるドメイン関係を作成す
ることはできません。

■ ldomは、追加する論理ドメインを指定します。

ドメインのオプションの設定

このサブコマンドでは、各ドメインの mac-addr、hostid、failure-policy、および
masterプロパティーを変更できます。

注 –スレーブドメインがバインドされている場合、ldm set-domainコマンドを呼び
出す前に、指定したすべてのマスタードメインもバインドしておく必要がありま
す。

ldm set-dom -i file
ldm set-dom [mac-addr=num] [hostid=num]

[failure-policy=ignore|panic|reset|stop] [master=[master-ldom1,...,master-ldom4]] ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -i fileは、論理ドメインの作成に使用するXML構成ファイルを指定します。
■ mac-addr=numは、このドメインのMACアドレスです。番号は、標準のオク
テット記述法で指定する必要があります。たとえば、80:00:33:55:22:66としま
す。

■ hostidは、特定のドメインのホスト IDを指定します。ホスト IDを指定しない
場合、Logical Domains Managerにより一意のホスト IDが各ドメインに割り当て
られます。

■ failure-policyは、マスタードメインの障害ポリシーを指定します。このポリ
シーは、マスタードメインに障害が発生した場合のスレーブドメインの動作を
制御します。このプロパティーは、マスタードメインで設定します。デフォル
ト値は ignoreです。次に、有効なプロパティー値を示します。
■ ignoreは、マスタードメインの障害を無視します。スレーブドメインは影響
を受けません。

■ panicは、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメ
インにパニックを発生させます。

■ resetは、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメ
インをリセットします。

■ stopは、マスタードメインに障害が発生した場合、すべてのスレーブドメイ
ンを停止します。
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■ masterは、1つのスレーブドメインに対して最大 4つのマスタードメインの名前
を指定します。このプロパティーは、スレーブドメインで設定します。デ
フォルトでは、ドメインに対してマスタードメインは設定されていません。こ
の操作の前に、マスタードメインが存在している必要があります。

注 – Logical Domains Managerでは、依存サイクルが生じるドメイン関係を作成す
ることはできません。

■ ldomは、オプションを設定する論理ドメインの名前を指定します。

ドメインの削除

次のサブコマンドは、1つ以上の論理ドメインを削除します。

ldm rm-dom -a

ldm rm-dom ldom...

ここでは、次のように指定します。

■ -aは、制御ドメインを除くすべての論理ドメインを削除します。
■ ldomは、削除する論理ドメインを指定します。
破棄するドメインがマスタードメインとして指定されている場合は、このドメ
インへの参照がすべてのスレーブドメインから削除されます。

Logical Domainsの移行

このサブコマンドは、ドメインをある場所から別の場所に移行します。

ldm migrate-domain [-f] [-n] [-p filename] source-ldom [user@]target-host[:target-ldom]

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、ドメインの移行を強制的に行なおうとします。
■ -nは、移行が成功するかどうかを判別するために、移行の予行演習を行いま
す。ドメインの移行が実際に行われるわけではありません。

■ -p filenameを使用すると、ターゲットマシンで必要なパスワードを filenameの先
頭行から読み取ることができます。このオプションでは、自動マイグ
レーションを実行できます。自動マイグレーションでは、ターゲットマシンの
パスワードをプロンプトで入力する必要がありません。

この方法でパスワードを格納する場合は、ファイルのアクセス権の設定が 400
または 600であること、つまり root所有者 (特権ユーザー)のみがファイルの読
み取りまたは書き込みを許可されていることを確認します。

■ source-ldomは、移行対象の論理ドメインです。
■ userは、ターゲットホスト上で Logical Domains Managerの実行を承認されている
ユーザー名です。ユーザー名を指定しない場合、デフォルトで、このコマンド
を実行しているユーザーの名前が使用されます。

■ target-hostは、target-ldomの配置先のホストです。
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■ target-ldomは、ターゲットマシンで使用する論理ドメイン名です。デフォルト
では、ソースドメイン (source-ldom)で使用されているドメイン名が保持されま
す。

Logical Domainsは次の種類の再構成処理をサポートしています。
■ 動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR)処理。DRは、アクティブなドメイ
ンに対してリソースの追加、設定、または削除を行う機能です。特定の種類の
リソースの動的再構成を実行できるかどうかは、論理ドメインで動作している
特定のバージョンのOSでサポートされているかどうかに依存します。制御ドメ
インでは、DRを実行できない場合には、代わりに遅延再構成処理が実行されま
す。また、ldm start-reconf primary コマンドを実行することにより、制御ドメ
イン上で遅延再構成モードに手動で切り替えることもできます。

■ 遅延再構成(Delayed reconfiguration、DR)処理。ただちに有効になるDR処理と
は対照的に、遅延再構成処理は次回のOSの再起動後に有効になるか、OSが動
作していない場合は論理ドメインの停止および起動後に有効になります。遅延
再構成処理は、制御ドメインでのみ実行できます。動的に構成できない資源を
変更する前に、ほかのドメインを停止する必要があります。

動的再構成と遅延再構成については、『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイ
ド』の第 1章「Oracle VM Server for SPARCソフトウェアの概要」を参照してくださ
い。

仮想CPUの追加

次のサブコマンドは、指定された数の仮想CPUまたはコア全体の数を論理ドメイ
ンに追加します。ドメインにはコア全体とCPUスレッドを同時に構成することは
できません。コア全体の構成とCPUスレッドの構成は相互排他的です。

ldm add-vcpu [-c] number ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -cは、コア全体が論理ドメインに割り当てられることを示します。
■ -cオプションが指定されていない場合、numberは論理ドメインに追加される仮
想CPUの数です。-cオプションが指定されている場合、numberは論理ドメイン
に追加されるコア全体の数です。

■ ldomは、仮想CPUを追加する論理ドメインを指定します。

仮想CPUの設定

次のサブコマンドは、論理ドメインで設定する仮想CPUの数またはコア全体の数
を指定します。ドメインにはコア全体とCPUスレッドを同時に構成することはで
きません。コア全体の構成とCPUスレッドの構成は相互排他的です。

ldm set-vcpu [-c] number ldom

再構成処理

CPUの操作
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ここでは、次のように指定します。

■ -cは、コア全体が論理ドメインに割り当てられることを示します。

■ -cオプションが指定されていない場合、numberは論理ドメインに対して設定さ
れる仮想CPUの数です。-cオプションが指定されている場合、numberは論理ド
メインに対して設定されるコア全体の数です。

■ ldomは、仮想CPUの数を設定する論理ドメインです。

仮想CPUの削除

次のサブコマンドは、指定された数の仮想CPUまたはコア全体を論理ドメインか
ら削除します。ドメインにはコア全体とCPUスレッドを同時に構成することはで
きません。コア全体の構成とCPUスレッドの構成は相互排他的です。

ldm rm-vcpu [-c] number ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -cは、論理ドメインからコア全体が削除されることを示します。

■ -cオプションが指定されていない場合、numberは論理ドメインから削除される
仮想CPUの数です。-cオプションが指定されている場合、numberは論理ドメイ
ンから削除されるコア全体の数です。

■ ldomは、仮想CPUを削除する論理ドメインを指定します。

注 –コア内の暗号化装置を論理ドメインに割り当てている場合は、論理ドメインか
らそのコア上のすべての仮想CPUを削除することはできません。

暗号化装置の追加

次のサブコマンドは、論理ドメインに追加する暗号化装置の数を指定します。現
在、サポートされているサーバー上でサポートされている暗号化装置は、モ
ジュラー演算ユニット (Modular Arithmetic Unit、MAU)およびControl Word Queue
(CWQ)です。

ldm add-crypto number ldom

ここでは、次のように指定します。

■ numberは、論理ドメインに追加する暗号化装置の数です。
■ ldomは、暗号化装置を追加する論理ドメインを指定します。

暗号化装置の設定

次のサブコマンドは、論理ドメインで設定する暗号化装置の数を指定します。

ldm set-crypto number ldom

暗号化装置の操作
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ここでは、次のように指定します。

■ numberは、論理ドメインで設定する暗号化装置の数です。
■ ldomは、暗号化装置の数を設定する論理ドメインを指定します。

暗号化装置の削除

次のサブコマンドは、指定した数の暗号化装置を論理ドメインから削除します。

ldm rm-crypto number ldom

ここでは、次のように指定します。

■ numberは、論理ドメインから削除する暗号化装置の数です。
■ ldomは、暗号化装置を削除する論理ドメインを指定します。

メモリーの追加

次のサブコマンドは、指定された量のメモリーを論理ドメインに追加します。

ldm add-mem [--auto-adj] size[unit] ldom

ここでは、次のように指定します。

■ --auto-adjは、アクティブドメインに追加されるメモリーの量を自動的に 256M
バイト単位に揃えることを指定します。これにより、要求されるメモリーサイ
ズが増える場合があります。ドメインがアクティブでないか、バインドされて
いるか、遅延再構成の状態にある場合、このオプションでは、次の 256Mバイト
境界に切り上げることにより、ドメインの結果として得られるサイズを自動的
に揃えます。

■ sizeは、論理ドメインに追加するメモリーのサイズです。
■ unitは測定単位です。デフォルトはバイト単位です。測定単位を変更する場
合、次のいずれかを指定します。unitでは、大文字と小文字が区別されませ
ん。
■ GはGバイト
■ KはKバイト
■ MはMバイト

■ ldomは、メモリーを追加する論理ドメインを指定します。

メモリーの設定

次のサブコマンドは、論理ドメインで一定量のメモリーを設定します。指定したメ
モリーの量に応じて、このサブコマンドは add-memoryまたは remove-memory操作と
して扱われます。

ldm set-mem [--auto-adj] size[unit] ldom

メモリーの操作
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ここでは、次のように指定します。

■ --auto-adjは、アクティブドメインで設定されるメモリーの量を自動的に 256M
バイト単位に揃えることを指定します。これにより、要求されるメモリーサイ
ズが増す場合があります。ドメインがアクティブでないか、バインドされてい
るか、遅延再構成の状態にある場合、このオプションでは、次の 256Mバイト境
界に切り上げることにより、ドメインの結果として得られるサイズを自動的に
揃えます。

■ sizeは、論理ドメインで設定するメモリーのサイズです。
■ unitは測定単位です。デフォルトはバイト単位です。測定単位を変更する場
合、次のいずれかを指定します。unitでは、大文字と小文字が区別されませ
ん。
■ GはGバイト
■ KはKバイト
■ MはMバイト

■ ldomは、メモリーを変更する論理ドメインを指定します。

メモリーの削除

次のサブコマンドは、指定された量のメモリーを論理ドメインから削除します。

ldm rm-mem [--auto-adj] size[unit] ldom

ここでは、次のように指定します。

■ --auto-adjは、アクティブドメインから削除されるメモリーの量を自動的に
256Mバイト単位に揃えることを指定します。これにより、要求されるメモ
リーサイズが増える場合があります。ドメインがアクティブでないか、バイン
ドされているか、遅延再構成の状態にある場合、このオプションでは、次の
256Mバイト境界に切り上げることにより、ドメインの結果として得られるサイ
ズを自動的に揃えます。

■ sizeは、論理ドメインから削除するメモリーのサイズです。
■ unitは測定単位です。デフォルトはバイト単位です。測定単位を変更する場
合、次のいずれかを指定します。unitでは、大文字と小文字が区別されませ
ん。
■ GはGバイト
■ KはKバイト
■ MはMバイト

■ ldomは、メモリーを削除する論理ドメインを指定します。

次のサブコマンドは、ドメインの遅延再構成モードへの切り替えを有効にしま
す。primaryは、ldomの唯一の有効な値です。

ldm start-reconf ldom

遅延再構成モード
の入力
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次のサブコマンドは、遅延再構成を取り消します。primaryは、ldomの唯一の有効
な値です。

ldm cancel-reconf ldom

次のサブコマンドは、論理ドメインに対する遅延再構成 (reconf)、メモリーDR削
除 (memdr)、またはドメイン移行 (migration)を取り消します。reconf操作の場
合、primaryは ldomの唯一の有効な値です。

ldm cancel-op migration ldom
ldm cancel-op reconf ldom
ldm cancel-op memdr ldom

I/Oデバイスの追加

次のサブコマンドは、指定された論理ドメインに PCIバスまたはデバイスを追加し
ます。

ldm add-io bus-or-device ldom

ここでは、次のように指定します。

■ bus-or-deviceは、直接 I/Oを割り当て可能なデバイスまたは PCIeバスです。この
デバイスは、デバイスパス形式で、または仮名として指定できます。直接 I/Oを
割り当て可能なデバイスの例では、PCIE1仮名は pci@400/pci@0/pci@cデバイス
パスと一致します。仮名は、対応する I/Oカードスロットを識別するために
シャーシに記載されているASCIIラベルに基づき、プラットフォーム固有で
す。デバイスパス名の代わりに、デバイス仮名を使用してデバイスを指定しま
す。PCIeバスの例では、pci_0仮名は pci@400デバイスパスと一致します。

■ ldomは、バスまたはデバイスを追加する論理ドメインを指定します。

I/Oデバイスの削除

次のサブコマンドは、指定された論理ドメインから PCIバスまたはデバイスを削除
します。

ldm rm-io bus-or-device ldom

ここでは、次のように指定します。

■ bus-or-deviceは、直接 I/Oを割り当て可能なデバイスまたは PCIeバスです。この
デバイスは、デバイスパス形式で、または仮名として指定できます。直接 I/Oを
割り当て可能なデバイスの例では、PCIE1仮名は pci@400/pci@0/pci@cデバイス
パスと一致します。仮名は、対応する I/Oカードスロットを識別するために
シャーシに記載されているASCIIラベルに基づき、プラットフォーム固有で
す。デバイスパス名の代わりに、デバイス仮名を使用してデバイスを指定しま
す。PCIeバスの例では、pci_0仮名は pci@400デバイスパスと一致します。

■ ldomは、バスまたはデバイスを削除する論理ドメインを指定します。

遅延再構成処理の
取り消し

操作の取り消し

I/Oデバイス
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仮想スイッチの追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想スイッチを追加します。

ldm add-vsw [default-vlan-id=vlan-id] [pvid=port-vlan-id] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...]
[linkprop=phys-state] [mac-addr=num] [net-dev=device] [mode=sc] [mtu=size]
[id=switch-id] vswitch-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ default-vlan-id=vlan-idは、仮想スイッチとそれに関連する仮想ネットワークデ
バイスが暗黙にタグなしモードで属するデフォルトのVLANを指定します。こ
れは、仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスのデフォルトのポート
VLAN ID (pvid)として機能します。このオプションを指定しない場合、このプロ
パティーのデフォルト値は 1です。通常、このオプションを指定する必要はあ
りません。このオプションは、単にデフォルト値の 1を変更する手段として用
意されています。

■ pvid=port-vlan-idには、仮想スイッチデバイスをメンバーにする必要のある
VLANをタグなしモードで指定します。このプロパティーは、set-vswサブコマ
ンドにも適用されます。『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイ
ド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ linkprop=phys-stateでは、配下の物理ネットワークデバイスに基づいて、仮想
デバイスがリンクステータスをレポートするかどうかを指定できます。コマン
ドラインで linkprop=phys-stateを指定すると、仮想デバイスのリンクステータ
スは物理リンクステータスを反映します。デフォルトでは、仮想デバイスのリ
ンクステータスは物理リンクステータスを反映しません。

■ vid=vlan-idは、仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメンバーにす
る必要がある 1つ以上のVLANを、タグ付きモードで指定します。このプロパ
ティーは、set-vswサブコマンドにも適用されます。詳細は、『Oracle VM Server
for SPARC 2.0管理ガイド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ mac-addr=numは、このスイッチが使用するMACアドレスです。番号は、標準
のオクテット記述法で指定する必要があります。たとえば、80:00:33:55:22:66と
します。MACアドレスを指定しない場合、スイッチには、Logical Domains
Managerに割り当てられる公開MACアドレスの範囲からアドレスが自動的に割
り当てます。

■ net-dev=deviceは、このスイッチが動作するネットワークデバイスへのパスで
す。

■ mode=scは、Logical Domains環境でOracle Solarisクラスタハートビートパケット
の処理を優先順位付けするために、仮想ネットワークのサポートを有効にしま
す。Oracle Solarisクラスタなどのアプリケーションでは、輻輳した仮想ネット
ワークおよびスイッチデバイスによって高優先度のハートビートパケットがド
ロップされないようにする必要があります。このオプションを使用して、Oracle

仮想ネットワーク
サーバー
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Solarisクラスタのハートビートフレームが優先され、これらのフレームが信頼
性の高い方法で転送されるようにします。

Oracle Solarisクラスタを Logical Domains環境で実行し、ゲストドメインを
Oracle Solarisクラスタノードとして使用ている場合にこのオプションを設定す
る必要があります。ゲストドメインでOracle Solarisクラスタソフトウェアを実
行していない場合には、仮想ネットワークのパフォーマンスに影響を与える可
能性があるため、このオプションを設定しないでください。

■ mtu=sizeは、仮想スイッチデバイスの最大転送単位 (MTU)を指定します。有効
な値の範囲は 1500潤ｵ 16000です。

■ id=switch-idは、新しい仮想スイッチデバイスの IDです。デフォルトでは ID値
は自動的に生成されるため、OSで既存のデバイス名に一致させる必要がある場
合に、このプロパティーを設定します。

■ vswitch-nameは、サービスとしてエクスポートされるスイッチの一意の名前で
す。クライアント (ネットワーク)は、このサービスに接続できます。

■ ldomは、仮想スイッチを追加する論理ドメインを指定します。

仮想スイッチのオプションの設定

次のサブコマンドは、すでに追加されている仮想スイッチのプロパティーを変更し
ます。

ldm set-vsw [pvid=port-vlan-id] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...] [mac-addr=num] [net-dev=device]
[linkprop=[phys-state]] [mode=[sc]] [mtu=size] vswitch-name

ここでは、次のように指定します。

■ pvid=port-vlan-idには、仮想スイッチデバイスをメンバーにする必要のある
VLANをタグなしモードで指定します。『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガ
イド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ vid=vlan-idは、仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメンバーにす
る必要がある 1つ以上のVLANを、タグ付きモードで指定します。『Oracle VM
Server for SPARC 2.0管理ガイド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してくだ
さい。

■ mac-addr=numは、スイッチで使用されるMACアドレスです。番号は、標準の
オクテット記述法で指定する必要があります。たとえば、80:00:33:55:22:66とし
ます。

■ net-dev=deviceは、このスイッチが処理するネットワークデバイスへのパスで
す。

■ linkprop=phys-stateでは、配下の物理ネットワークデバイスに基づいて、仮想
デバイスがリンクステータスをレポートするかどうかを指定できます。コマン
ドラインで linkprop=phys-stateを指定すると、仮想デバイスのリンクステータ
スは物理リンクステータスを反映します。デフォルトでは、仮想デバイスのリ
ンクステータスは物理リンクステータスを反映しません。linkpropプロパ
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ティーを指定していない場合や、linkprop=引数を使用して ldm set-vswコマン
ドを実行する場合は、デフォルトの状態になります。

■ mode=scは、Logical Domains環境でOracle Solarisクラスタハートビートパケット
の処理を優先順位付けするために、仮想ネットワークのサポートを有効にしま
す。Oracle Solarisクラスタなどのアプリケーションでは、輻輳した仮想ネット
ワークおよびスイッチデバイスによって高優先度のハートビートパケットがド
ロップされないようにする必要があります。このオプションを使用して、Oracle
Solarisクラスタのハートビートフレームが優先され、これらのフレームが信頼
性の高い方法で転送されるようにします。

mode= (空白のまま)では、ハートビートパケットの特殊処理が停止されます。

Oracle Solarisクラスタを Logical Domains環境で実行し、ゲストドメインを
Oracle Solarisクラスタノードとして使用ている場合にこのオプションを設定す
る必要があります。ゲストドメインでOracle Solarisクラスタソフトウェアを実
行していない場合には、仮想ネットワークのパフォーマンスに影響を与える可
能性があるため、このオプションを設定しないでください。

■ mtu=sizeは、仮想スイッチデバイスの最大転送単位 (MTU)を指定します。有効
な値の範囲は 1500潤ｵ 16000です。

■ vswitch-nameは、サービスとしてエクスポートされるスイッチの一意の名前で
す。クライアント (ネットワーク)は、このサービスに接続できます。

仮想スイッチの削除

次のサブコマンドは、仮想スイッチを削除します。

ldm rm-vsw [-f] vswitch-name

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想スイッチの強制削除を試行します。削除は失敗することがありま
す。

■ vswitch-nameは、サービスとして削除されるスイッチの名前です。

仮想ネットワークデバイスの追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想ネットワークデバイスを追加し
ます。

ldm add-vnet [mac-addr=num] [mode=hybrid] [pvid=port-vlan-id] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...]
[linkprop=phys-state] [id=network-id] [mtu=size] if-name vswitch-name ldom

仮想ネットワーク -
クライアント
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ここでは、次のように指定します。

■ mac-addr=numは、このネットワークデバイスのMACアドレスです。番号
は、標準のオクテット記述法で指定する必要があります。たとえ
ば、80:00:33:55:22:66とします。

■ mode=hybridは、可能な場合に、この vnetでNIUハイブリッド I/Oを使用するよ
うにシステムに要求します。可能でない場合は、システムは仮想 I/Oに戻りま
す。このハイブリッドモードを制御ドメイン上のアクティブな vnetで設定した
場合、このモードは遅延再構成とみなされます。『Oracle VM Server for
SPARC 2.0管理ガイド』の「NIUハイブリッド I/Oの使用」を参照してくださ
い。

■ pvid=port-vlan-idには、仮想ネットワークデバイスをメンバーにする必要のある
VLANをタグなしモードで指定します。『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガ
イド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ vid=vlan-idは、仮想ネットワークデバイスがタグ付きモードでメンバーとして
属する必要のある 1つ以上のVLANを指定します。『Oracle VM Server for
SPARC 2.0管理ガイド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ mtu=sizeは、仮想ネットワークデバイスの最大転送単位 (MTU)を指定しま
す。有効な値の範囲は 1500潤ｵ 16000です。

■ linkprop=phys-stateでは、配下の物理ネットワークデバイスに基づいて、仮想
ネットワークデバイスがリンクステータスをレポートするかどうかを指定でき
ます。コマンドラインで linkprop=phys-stateを指定すると、仮想ネットワーク
デバイスのリンクステータスは物理リンクステータスを反映します。デフォル
トでは、仮想ネットワークデバイスのリンクステータスは物理リンクステータ
スを反映しません。

■ id=network-idは、新しい仮想ネットワークデバイスの IDです。デフォルトでは
ID値は自動的に生成されるため、OSで既存のデバイス名に一致させる必要があ
る場合に、このプロパティーを設定します。

■ if-nameは、後続の set-vnetまたは rm-vnetサブコマンドで参照するためにこの
仮想ネットワークデバイスのインスタンスに割り当てられる、論理ドメインで
一意のインタフェース名です。

■ vswitch-nameは、接続する既存のネットワークサービス (仮想スイッチ)の名前で
す。

■ ldomは、仮想ネットワークデバイスを追加する論理ドメインを指定します。

仮想ネットワークデバイスのオプションの設定

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインで仮想ネットワークデバイスのオプ
ションを設定します。

ldm set-vnet [mac-addr=num] [vswitch=vswitch-name] [mode=[hybrid]] [pvid=port-vlan-id]
[linkprop=[phys-state]] [vid=vlan-id1,vlan-id2,...] [mtu=size] if-name ldom
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ここでは、次のように指定します。

■ mac-addr=numは、このネットワークデバイスのMACアドレスです。番号
は、標準のオクテット記述法で指定する必要があります。たとえ
ば、80:00:33:55:22:66とします。

■ vswitch=vswitch-nameは、接続する既存のネットワークサービス (仮想スイッチ)
の名前です。

■ mode=hybridを指定すると、この vnetでのNIUハイブリッド I/O操作が有効にな
ります。このオプションを制御ドメイン上のアクティブな vnetで設定した場
合、遅延再構成とみなされます。NIUハイブリッド I/Oを無効にするに
は、mode=引数を空白のままにします。

■ pvid=port-vlan-idは、仮想ネットワークデバイスがタグなしモードでメンバーと
して属する必要のあるVLANを指定します。『Oracle VM Server for SPARC 2.0管
理ガイド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ linkprop=phys-stateでは、配下の物理ネットワークデバイスに基づいて、仮想
デバイスがリンクステータスをレポートするかどうかを指定できます。コマン
ドラインで linkprop=phys-stateを指定すると、仮想デバイスのリンクステータ
スは物理リンクステータスを反映します。デフォルトでは、仮想デバイスのリ
ンクステータスは物理リンクステータスを反映しません。linkpropプロパ
ティーを指定していない場合や、linkprop=引数を使用して ldm set-vnetコマン
ドを実行する場合は、デフォルトの状態になります。

■ vid=vlan-idは、仮想ネットワークデバイスがタグ付きモードでメンバーとして
属する必要のある 1つ以上のVLANを指定します。『Oracle VM Server for
SPARC 2.0管理ガイド』の「VLANのタグ付けの使用」を参照してください。

■ mtu=sizeは、仮想ネットワークデバイスの最大転送単位 (MTU)を指定しま
す。有効な値の範囲は 1500潤ｵ 16000です。

■ if-nameは、設定する仮想ネットワークデバイスに割り当てられた一意のインタ
フェース名です。

■ ldomは、仮想ネットワークデバイスを変更する論理ドメインを指定します。

仮想ネットワークデバイスの削除

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインから仮想ネットワークデバイスを削除
します。

ldm rm-vnet [-f] if-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、論理ドメインからの仮想ネットワークデバイスの強制削除を試行しま
す。削除は失敗することがあります。

■ if-nameは、削除する仮想ネットワークデバイスに割り当てられた一意のインタ
フェース名です。

■ ldomは、仮想ネットワークデバイスを削除する論理ドメインを指定します。
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仮想ディスクサーバーの追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想ディスクサーバーを追加しま
す。

ldm add-vds service-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ service-nameは、仮想ディスクサーバーのこのインスタンスのサービス名で
す。この service-nameは、サーバー上のすべての仮想ディスクサーバーインスタ
ンスの中で一意である必要があります。

■ ldomは、仮想ディスクサーバーを追加する論理ドメインを指定します。

仮想ディスクサーバーの削除

次のサブコマンドは、仮想ディスクサーバーを削除します。

ldm rm-vds [-f] service-name

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想ディスクサーバーの削除を強制的に試行します。削除は失敗するこ
とがあります。

■ service-nameは、仮想ディスクサーバーのこのインスタンスの一意のサービス名
です。

注意 – -fオプションを指定すると、削除前にすべてのクライアントのバインド解除
が試行されます。書き込みが進行中の場合は、ディスクデータが失われる可能性が
あります。

仮想ディスクサーバーへのデバイスの追加

次のサブコマンドは、仮想ディスクサーバーにデバイスを追加します。このデバイ
スには、ディスク全体、ディスクのスライス、ファイル、またはディスクボ
リュームを指定できます。『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイド』の第 7
章「仮想ディスクの使用」を参照してください。

ldm add-vdsdev [-f] [options={ro,slice,excl}] [mpgroup=mpgroup] backend
volume-name@service-name

仮想ディスク -
サービス
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ここでは、次のように指定します。

■ -fは、すでに別の仮想ディスクサーバーに属しているブロックデバイスパスを
指定する場合に、追加の仮想ディスクサーバーの作成を強制的に試行しま
す。-fオプションを指定する場合は、引数リストの先頭に指定する必要があり
ます。

■ options=は、次の値を指定します。
■ ro -読み取り専用アクセスを指定
■ slice -単一スライスのディスクとしてバックエンドをエクスポート
■ excl -排他的なディスクアクセスを指定

options=引数を指定しないと、デフォルト値であるディスク、非排他的、およ
び読み取り/書き込みになります。options=引数を追加する場合は、特定の仮想
ディスクサーバーデバイスに 1つ以上のオプションを指定する必要がありま
す。2つ以上のオプションは、空白文字を入れずにコンマで区
切って、ro,slice,exclのように指定します。

■ mpgroup=mpgroupは、仮想ディスクのフェイルオーバーをサポートするために使
用されるディスクのマルチパスグループ名です。現在使用中の仮想ディスク
サーバーデバイスへの接続に障害が発生した場合に備えて、仮想ディスクの複
数の冗長パスを割り当てることができます。それには、複数の仮想ディスク
サーバーデバイス (vdsdev)を 1つのマルチパスグループ (mpgroup)にまとめま
す。すべての仮想ディスクサーバーデバイスが同じ mpgroup名を持つことになり
ます。仮想ディスクがマルチパスグループ内の仮想ディスクサーバーデバイス
のいずれかにバインドされると、その仮想ディスクは、mpgroupに属するすべて
の仮想ディスクサーバーデバイスにバインドされます。

■ backendは、仮想ディスクのデータが格納される場所です。バックエンドに
は、ディスク、ディスクのスライス、ファイル、ボリューム
(ZFS、SVM、VxVMなど)、または任意の擬似ディスクデバイスを指定できま
す。ディスクラベルには、SMI VTOC、EFI、またはラベルなしを指定できま
す。バックエンドは、バックエンドをサービスドメインからエクスポートする
際に sliceオプションを設定するかどうかに応じて、フルディスクまたは 1つの
スライスディスクのいずれかとしてゲストドメインに表示されます。デバイス
を追加する場合、volume-nameを backendと組み合わせる必要があります。

■ volume-nameは、仮想ディスクサーバーに追加するデバイスに指定する必要があ
る一意の名前です。volume-nameは、仮想ディスクサーバーのこのインスタンス
で一意である必要があります。この名前は、追加のために仮想ディスク
サーバーによってクライアントにエクスポートされるためです。デバイスを追
加する場合、volume-nameを backendと組み合わせる必要があります。

■ service-nameは、このデバイスを追加する仮想ディスクサーバーの名前です。

仮想ディスクサーバーデバイスのオプションの設定

次のサブコマンドは、仮想ディスクサーバーのオプションを設定します。『Oracle
VM Server for SPARC 2.0管理ガイド』を参照してください。
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ldm set-vdsdev [-f] options=[{ro,slice,excl}] [mpgroup=mpgroup]
volume-name@service-name

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、同じ論理ドメイン内の複数のボリュームが読み取り専用モード
(option=ro)で同一のブロックデバイスパスを共有している場合に、読み取り専
用制限を解除します。-fオプションを指定する場合は、引数リストの先頭に指
定する必要があります。

■ options=は、次の値を指定します。

■ ro -読み取り専用アクセスを指定
■ slice -単一スライスのディスクとしてバックエンドをエクスポート
■ excl -排他的なディスクアクセスを指定
■ 以前に指定したオプションをオフにするには、options=引数を空白のままに
します。特定の仮想ディスクサーバーデバイスに、次のオプションのすべて
またはサブセットを指定できます。2つ以上のオプションは、空白文字を入
れずにコンマで区切って、ro,slice,exclのように指定します。

■ mpgroup=mpgroupは、仮想ディスクのフェイルオーバーをサポートするために使
用されるディスクのマルチパスグループ名です。現在使用中の仮想ディスク
サーバーデバイスへの接続に障害が発生した場合に備えて、仮想ディスクの複
数の冗長パスを割り当てることができます。それには、複数の仮想ディスク
サーバーデバイス (vdsdev)を 1つのマルチパスグループ (mpgroup)にまとめま
す。すべての仮想ディスクサーバーデバイスが同じ mpgroup名を持つことになり
ます。仮想ディスクがマルチパスグループ内の仮想ディスクサーバーデバイス
のいずれかにバインドされると、その仮想ディスクは、mpgroupに属するすべて
の仮想ディスクサーバーデバイスにバインドされます。

■ volume-nameは、service-nameで指定したサービスによってエクスポートされた
既存のボリュームの名前です。

■ service-nameは、変更する仮想ディスクサーバーの名前です。

仮想ディスクサーバーからのデバイスの削除

次のサブコマンドは、仮想ディスクサーバーからデバイスを削除します。

ldm rm-vdsdev [-f] volume-name@service-name

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想ディスクサーバーのデバイスの削除を強制的に試行します。削除は
失敗することがあります。

■ volume-nameは、仮想ディスクサーバーから削除するデバイスの一意の名前で
す。

■ service-nameは、このデバイスを削除する仮想ディスクサーバーの名前です。
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注意 – -fオプションを指定しない場合、デバイスがビジーだと rm-vdsdevサブコマ
ンドは仮想ディスクサーバーのデバイスの削除を許可しません。-fオプションを指
定した場合は、開いているファイルのデータが失われる可能性があります。

仮想ディスクの追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想ディスクを追加します。仮想
ディスクサーバーとの接続を確立することができない場合、オプションのタイムア
ウトプロパティーを使用すると、仮想ディスクのタイムアウトを指定することがで
きます。

ldm add-vdisk [timeout=seconds] [id=disk-id] disk-name volume-name@service-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ timeout=secondsは、仮想ディスククライアント (vdc)と仮想ディスクサーバー
(vds)の間の接続を確立する際の秒数です。複数の仮想ディスク (vdisk)パスがあ
る場合、vdcは、別の vdsへの接続を試みることができます。また、タイムアウ
トによって、いずれかの vdsへの接続が指定の時間内に確実に行われます。

timeout=引数を指定しないか、または timeout=0を設定すると、仮想ディスクは
無制限に待機します。

■ id=disk-idは、新しい仮想ディスクデバイスの IDです。デフォルトでは ID値は
自動的に生成されるため、OSで既存のデバイス名に一致させる必要がある場合
に、このプロパティーを設定します。

■ disk-nameは、仮想ディスクの名前です。
■ volume-nameは、接続する既存の仮想ディスクサーバーデバイスの名前です。
■ service-nameは、接続する既存の仮想ディスクサーバーの名前です。
■ ldomは、仮想ディスクを追加する論理ドメインを指定します。

仮想ディスクのオプションの設定

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインで仮想ディスクのオプションを設定し
ます。仮想ディスクサーバーとの接続を確立することができない場合、オプション
のタイムアウトプロパティーを使用すると、仮想ディスクのタイムアウトを指定す
ることができます。

ldm set-vdisk [timeout=seconds] [volume=volume-name@service-name] disk-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ timeout=secondsは、仮想ディスククライアント (vdc)と仮想ディスクサーバー
(vds)の間の接続を確立する際の秒数です。複数の仮想ディスク (vdisk)パスがあ
る場合、vdcは、別の vdsへの接続を試みることができます。また、タイムアウ
トによって、いずれかの vdsへの接続が指定の時間内に確実に行われます。

タイムアウトを無効にするには、timeout=0と設定します。

仮想ディスク -クラ
イアント
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timeout=引数で、仮想ディスクが無制限に待機するように指定しないでくださ
い。

■ volume=volume-nameは、接続する仮想ディスクサーバーデバイスの名前で
す。service-nameは、接続する仮想ディスクサーバーの名前です。

■ disk-nameは、既存の仮想ディスクの名前です。
■ ldomは、以前にこの仮想ディスクを追加した既存の論理ドメインを指定しま
す。

仮想ディスクの削除

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインから仮想ディスクを削除します。

ldm rm-vdisk [-f] disk-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想ディスクの削除を強制的に試行します。削除は失敗することがあり
ます。

■ disk-nameは、削除する仮想ディスクの名前です。
■ ldomは、仮想ディスクを削除する論理ドメインを指定します。

仮想データプレーンのチャンネルサービスの追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想データプレーンのチャンネル
サービスを追加します。このサブコマンドは、Netra Data Plane Software (NDPS)環境
でのみ使用してください。

ldm add-vdpcs vdpcs-service-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ vdpcs-service-nameは、追加する仮想データプレーンのチャンネルサービスの名
前です。

■ ldomは、仮想データプレーンのチャンネルサービスを追加する論理ドメインを
指定します。

仮想データプレーンのチャンネルサービスの削除

次のサブコマンドは、仮想データプレーンのチャンネルサービスを削除します。こ
のサブコマンドは、Netra Data Plane Software (NDPS)環境でのみ使用してください。

ldm rm-vdpcs [-f] vdpcs-service-name

仮想データプ
レーンのチャンネ
ル -サービス
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ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想データプレーンのチャンネルサービスの削除を強制的に試行しま
す。削除は失敗することがあります。

■ vdpcs-service-nameは、削除する仮想データプレーンのチャンネルサービスの名
前です。

仮想データプレーンのチャンネルクライアントの追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想データプレーンのチャンネルク
ライアントを追加します。このサブコマンドは、Netra Data Plane Software (NDPS)環
境でのみ使用してください。

ldm add-vdpcc vdpcc-name vdpcs-service-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ vdpcc-nameは、仮想データプレーンのチャンネルサービスクライアントの一意
の名前です。

■ vdpcs-service-nameは、このクライアントに接続する仮想データプレーンの
チャンネルサービスの名前です。

■ ldomは、仮想データプレーンのチャンネルクライアントを追加する論理ドメイ
ンを指定します。

仮想データプレーンのチャンネルクライアントの削除

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインから仮想データプレーンのチャンネル
クライアントを削除します。このサブコマンドは、Netra Data Plane Software (NDPS)
環境でのみ使用してください。

ldm rm-vdpcc [-f] vdpcc-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想データプレーンのチャンネルクライアントの削除を強制的に試行し
ます。削除は失敗することがあります。

■ vdpcc-nameは、削除する仮想データプレーンのチャンネルクライアントに割り
当てられた一意の名前です。

■ ldomは、仮想データプレーンのチャンネルクライアントを削除する論理ドメイ
ンを指定します。

仮想コンソール端末集配信装置の追加

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインに仮想コンソール端末集配信装置を追
加します。

仮想データプ
レーンのチャンネ
ル -クライアント

仮想コンソール

ldm(1M)
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ldm add-vcc port-range=x-y vcc-name ldom

ここでは、次のように指定します。

■ port-range=x-yは、仮想コンソール端末集配信装置でコンソール接続に使用され
るTCPポートの範囲です。

■ vcc-nameは、追加する仮想コンソール端末集配信装置の名前です。
■ ldomは、仮想コンソール端末集配信装置を追加する論理ドメインを指定しま
す。

仮想コンソール端末集配信装置のオプションの設定

次のサブコマンドは、特定の仮想コンソール端末集配信装置のオプションを設定し
ます。

ldm set-vcc port-range=x-y vcc-name

ここでは、次のように指定します。

■ port-range=x-yは、仮想コンソール端末集配信装置でコンソール接続に使用され
るTCPポートの範囲です。変更後のポートの範囲には、端末集配信装置のクラ
イアントに割り当てられているすべてのポートが含まれている必要がありま
す。

■ vcc-nameは、設定する仮想コンソール端末集配信装置の名前です。

仮想コンソール端末集配信装置の削除

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインから仮想コンソール端末集配信装置を
削除します。

ldm rm-vcc [-f] vcc-name

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、仮想コンソール端末集配信装置の削除を強制的に試行します。削除は失
敗することがあります。

■ vcc-nameは、削除する仮想コンソール端末集配信装置の名前です。

注意 – -fオプションを指定すると、削除前にすべてのクライアントのバインド解除
が試行されます。書き込みが進行中の場合は、データが失われる可能性がありま
す。

仮想コンソールのオプションの設定

次のサブコマンドは、指定した論理ドメインで特定のポート番号とグループを設定
します。また、接続されているコンソールのサービスを設定することもできま
す。このサブコマンドは、ドメインがアクティブでない場合にのみ使用できます。

ldm set-vcons [port=[port-num]] [group=group] [service=vcc-server] ldom

ldm(1M)
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ここでは、次のように指定します。

■ port=port-numは、このコンソールで使用する特定のポートです。Logical
Domains Managerで自動的にポート番号を割り当てるには、port-numを空白のま
まにします。

■ group=groupは、このコンソールに接続する新しいグループです。グループ引数
を使用すると、同一のTCP接続上で複数のコンソールを多重化できます。この
概念については、Oracle Solaris OS vntsd(1M)マニュアルページを参照してくださ
い。グループを指定した場合は、サービスも指定する必要があります。

■ service=vcc-serverは、コンソール接続を処理する既存の仮想コンソール端末集
配信装置の名前です。グループを指定した場合は、サービスを指定する必要が
あります。

■ ldomは、仮想コンソール端末集配信装置を設定する論理ドメインを指定しま
す。

変数の追加

次のサブコマンドは、論理ドメインに 1つ以上の変数を追加します。

ldm add-var var-name=[value]... ldom

ここでは、次のように指定します。

■ var-name=valueは、追加する変数の名前と値の組み合わせです。値は省略可能で
す。

■ ldomは、変数を追加する論理ドメインを指定します。

変数の設定

次のサブコマンドは、論理ドメインの変数を設定します。

ldm set-var var-name=[value]... ldom

ここでは、次のように指定します。

■ var-name=valueは、設定する変数の名前と値の組み合わせです。値は省略可能で
す。

■ ldomは、変数を設定する論理ドメインを指定します。

注 – valueを空白のままにすると、var-nameは値なしに設定されます。

変数の削除

次のサブコマンドは、論理ドメインの変数を削除します。

ldm rm-var var-name... ldom

変数

ldm(1M)
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ここでは、次のように指定します。

■ var-nameは、削除する変数の名前です。
■ ldomは、変数を削除する論理ドメインを指定します。

ドメインの起動

次のサブコマンドは、1つ以上の論理ドメインを起動します。

ldm start -a

ldm start -i file
ldm start ldom...

ここでは、次のように指定します。

■ -aは、バインドされているすべての論理ドメインを起動します。
■ -i fileは、論理ドメインの起動に使用するXML構成ファイルを指定します。
■ ldomは、起動する 1つ以上の論理ドメインを指定します。

ドメインの停止

次のサブコマンドは、1つ以上の動作中の論理ドメインを停止します。Oracle Solaris
OSが起動している場合、このサブコマンドは論理ドメインに shutdown(1M)要求を
送信します。

ldm stop [-f] -a

ldm stop [-f] ldom...

ここでは、次のように指定します。

■ -fは、動作中の論理ドメインの停止を強制的に試行します。ドメインをその他
の手段で停止できない場合にのみ使用してください。

■ -aは、制御ドメインを除く動作中のすべての論理ドメインを停止します。
■ ldomは、停止する 1つ以上の動作中の論理ドメインを指定します。

Oracle Solaris OSでのパニックの発生

次のサブコマンドは、指定した論理ドメイン上のOracle Solaris OSでパニックを発
生させます。Oracle Solaris OSでパニックが発生するように設定されている場合、こ
のサブコマンドはバックトレースおよびクラッシュダンプを提供しま
す。dumpadm(1M)コマンドは、クラッシュダンプを構成する手段を提供します。

ldm panic ldom

ldomは、パニックを発生させる論理ドメインを指定します。

ヘルプ情報の表示

次のサブコマンドは、すべてのサブコマンドまたは指定したサブコマンドの使用法
を表示します。また、ldmコマンドを単独で使用することでも、すべてのサブコマ
ンドの使用法を表示できます。

その他の操作

ldm(1M)
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ldm --help [subcommand]

subcommandは、使用法についての情報を表示する ldmサブコマンドを指定しま
す。

バージョン情報の表示

次のサブコマンドは、バージョン情報を表示します。

ldm --version

ldm -V

ドメインへの資源のバインド

次のサブコマンドは、論理ドメインに構成済みの資源をバインド (接続)します。

ldm bind-dom -i file
ldm bind-dom ldom

ここでは、次のように指定します。

■ -i fileは、論理ドメインのバインドに使用するXML構成ファイルを指定しま
す。

■ ldomは、資源をバインドする論理ドメインを指定します。

ドメインからの資源のバインド解除

次のサブコマンドは、構成された論理ドメインにバインドされている資源を解放し
ます。

ldm unbind-dom ldom

ldomは、資源のバインドを解除する論理ドメインを指定します。

論理ドメイン構成の追加

次のサブコマンドは、現在アクティブな構成または以前に自動保存された構成に基
づいて、論理ドメイン構成を追加します。この構成は、サービスプロセッサ (SP)に
格納されます。

ldm add-config config-name
ldm add-config -r autosave-name [new-config-name]

ここでは、次のように指定します。

■ config-nameは、追加する論理ドメイン構成の名前です。
■ -r autosave-nameは、自動保存構成データを次のいずれかに適用します。

■ SP上の同じ名前の構成
■ SP上に存在しない、新たに作成される構成 (new-config-name)

構成の操作

ldm(1M)
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対象の構成が SPに存在していない場合は、その名前の構成が、対応する自動保
存構成の内容に基づいて作成され、SPに保存されます。自動保存構成データが
適用されたあと、これらの自動保存ファイルは、制御ドメインから削除されま
す。autosave-nameが現在選択している構成を示していない場合、または
new-config-nameを指定した場合は、SP上の現在の構成の状態や、制御ドメイン
上のその構成の自動保存ファイルには影響がありません。

破損していることがわかっている自動保存構成を回復するには、-r

new-config-nameを指定する必要があります。破損していることがわかっている
構成で既存の構成を上書きすることはできません。

■ new-config-nameは、追加する論理ドメイン構成の名前です。

論理ドメイン構成の設定

次のサブコマンドを使用すると、使用する論理ドメイン構成を指定できます。この
構成は、SPに格納されます。

ldm set-config config-name

config-nameは、使用する論理ドメイン構成の名前です。

デフォルトの構成名は、factory-defaultです。デフォルトの構成を指定するに
は、次のサブコマンドを使用します。

ldm set-config factory-default

論理ドメイン構成の削除

次のサブコマンドは、SPに格納されている論理ドメイン構成を削除し、対応する
自動保存構成を制御ドメインから削除します。

ldm rm-config [-r] config-name

ここでは、次のように指定します。

■ -rは、自動保存構成だけを制御ドメインから削除します。
■ config-nameは、削除する論理ドメイン構成の名前です。

ドメインおよび状態の一覧表示

次のサブコマンドは、論理ドメインおよびその状態のリストを表示します。論理ド
メインを指定しない場合、すべての論理ドメインが表示されます。

ldm ls-dom [-e] [-l] [-o format] [-p][ [ldom...]

リスト
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ここでは、次のように指定します。

■ -eは、自動的に設定されるサービスおよびデバイスを含む拡張リストを生成し
ます。これは制御できません。

■ -lは、長いリストを生成します。
■ -oは、出力の formatを、次に示すサブセットのうち 1つ以上に制限します。複
数の形式を指定する場合は、各形式をコンマで区切ります。スペースは入れま
せん。
■ console -出力には、仮想コンソール (vcons)および仮想コンソール端末集配
信装置 (vcc)サービスが含まれます。

■ core –出力には、コア、コア ID、および物理CPUセットに関する情報が含ま
れます。

■ cpu –出力には、仮想 CPU (vcp )、物理 CPU (pcpu)、およびコア ID (cid)に関
する情報が含まれます。

■ crypto -暗号化装置の出力には、モジュラー演算ユニット (mau)、およびサ
ポートされているその他の暗号化装置 (Control Word Queue、CWQ)などが含
まれます。

■ disk -出力には、仮想ディスク (vdisk)および仮想ディスクサーバー (vds)が
含まれます。

■ domain –出力には、変数 (var)、ホスト ID (hostid)、ドメインの状態、フラ
グ、汎用一意識別子 (Universally Unique Identifier、UUID)、ソフトウェアの状
態、利用率 (%)、スレーブのマスタードメイン、およびマスタードメインの
障害ポリシーが含まれます。

■ memory -出力には、メモリー (memory)が含まれます。
■ network -出力には、メディアアクセス制御 (mac)アドレス、仮想ネット
ワークスイッチ (vsw)、および仮想ネットワーク (vnet)デバイスが含まれま
す。

■ physio -物理入出力には、Peripheral Component Interconnect (pci)および
ネットワークインタフェースユニット (niu)が含まれます。

■ resmgmt –出力は、動的資源管理 (Dynamic Resource Management、DRM)ポリ
シー情報を含み、現在実行中のポリシーを示し、whole-coreおよび max-core

制約が有効であるかどうかを示します。
■ serial -出力には、仮想論理ドメインチャンネル (vldc)サービス、仮想論理
ドメインチャンネルクライアント (vldcc)、仮想データプレーンチャンネルク
ライアント (vdpcc)、および仮想データプレーンチャンネルサービス (vdpcs)
が含まれます。

■ status -出力には、移行中のドメインの状態が含まれます。
■ -pは、解析可能でマシンが読み取り可能な形式でリストを生成します。
■ ldomは、状態情報を表示する論理ドメインの名前です。
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ドメインのバインドの一覧表示

次のサブコマンドは、論理ドメインのバインドのリストを表示します。論理ドメイ
ンを指定しない場合、すべての論理ドメインが表示されます。

ldm ls-bindings [-e] [-p] [ldom...]

ここでは、次のように指定します。

■ -eは、自動的に設定されるサービスおよびデバイスを含む拡張リストを生成し
ます。これは制御できません。

■ -pは、解析可能でマシンが読み取り可能な形式でリストを生成します。
■ ldomは、バインド情報を取得する論理ドメインの名前です。

ドメインのサービスの一覧表示

次のサブコマンドは、論理ドメインによってエクスポートされるすべてのサービス
のリストを表示します。論理ドメインを指定しない場合、すべての論理ドメインが
表示されます。

ldm ls-services [-e] [-p] [ldom...]

ここでは、次のように指定します。

■ -eは、自動的に設定されるサービスおよびデバイスを含む拡張リストを生成し
ます。これは制御できません。

■ -pは、解析可能でマシンが読み取り可能な形式でリストを生成します。
■ ldomは、サービス情報を取得する論理ドメインの名前です。

ドメインの制約の一覧表示

次のサブコマンドは、1つ以上の論理ドメインを作成するための制約のリストを表
示します。論理ドメインを指定しない場合、すべての論理ドメインが表示されま
す。

ldm ls-constraints [-x] [ldom...]

ldm ls-constraints [-e] [-p] [ldom...]

ここでは、次のように指定します。

■ -xは、XML形式の制約の出力を標準出力 (stdout)形式で書き込みます。この出
力は、バックアップとして使用できます。

■ ldomは、制約を表示する論理ドメインの名前です。
■ -eは、自動的に設定されるサービスおよびデバイスを含む拡張リストを生成し
ます。これは制御できません。

■ -pは、解析可能でマシンが読み取り可能な形式で制約の出力を書き込みます。

デバイスのリスト
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次のサブコマンドは、使用していない (バインドされていない)資源またはすべての
サーバー資源のいずれかのリストを表示します。デフォルトでは、使用していない
すべての資源を表示します。

ldm ls-devices [-a] [-p] [core] [cpu] [crypto] [memory] [io]

ここでは、次のように指定します。

■ -aは、すべてのサーバー資源 (バインドされた資源およびバインドされていない
資源)を表示します。

■ -pは、解析可能でマシンが読み取り可能な形式で制約の出力を書き込みます。

■ coreは、コア、コア ID、および物理CPUセットに関する情報を表示し、まだ割
り当てられていないコア内のCPUを指定します。

■ cpuは、仮想CPUおよび物理CPU資源を表示します。
■ cryptoは、モジュラー演算ユニット資源のみを表示します。

■ memoryは、メモリー資源のみを表示します。

■ ioは、PCIバス、ネットワーク、またはダイレクト I/O割り当て可能デバイスな
ど、入出力資源のみを表示します。

電源管理列 (PM)またはフィールド (pm=)で、yesは、仮想CPUの電源が管理されて
いることを示します。noは、仮想CPUの電源が投入されていることを示しま
す。100%使用されていないCPUは、デフォルトで電源が管理されます。

I/Oデバイスの一覧表示

次のサブコマンドは、システム上で構成されている I/Oデバイスのリストを表示し
ます。デバイスのリストには、I/Oバス (NIUを含む)およびダイレクト I/O割り当
て可能デバイスが含まれます。

出力は次のセクションに分かれます。

■ I/Oバス情報。IO列にはバスまたはネットワークデバイスのデバイスパスが表示
されます。PSEUDONYM列には、バスまたはネットワークデバイスの関連付けられ
た仮名が表示されます。DOMAIN列は、デバイスが現在バインドされているドメ
インを示します。

■ ダイレクト I/O割り当て可能デバイス。PCIE列にはデバイスのデバイスパスが
表示され、PSEUDONYM列にはデバイスの関連付けられた仮名が表示されます。

STATUS列は、プラグインカードを受け入れるスロットに適用されます。値
は、OCC (配置済み)、EMP (空)、または UNK (不明)のいずれかです。ボード上のデ
バイスを示すスロットの状態は常に、OCCになります。ルートドメインが静的ダ
イレクト I/O (Static Direct I/O、SDIO)機能をサポートしない場合、スロットの状
態は UNKです。SDIO機能については、『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイ
ド』の「Using the Static Direct I/O Feature」を参照してください。
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DOMAIN列は、デバイスが現在バインドされているドメインを示します。この
フィールドが空の場合、対応するデバイスはバインドされていません。この
フィールドにハイフン文字 (-)が表示されている場合、次のいずれかの理由によ
り、現在、デバイスを primaryドメインから削除できません。
■ ルートドメインで実行されているOSでは、SDIO機能がサポートされていま
せん。この場合、出力の PCIE列に表示されるすべてのデバイスの STATUS

フィールドは、UNKです。

■ PCIeオプションカードが存在しないため、対応するスロットは空です。空の
スロットをダイレクト I/Oドメインに割り当てることはできません。

■ デバイスが接続されているルートコンプレックスは、分割 PCI構成を使用し
て別のドメインに割り当てられます。この場合、デバイスの STATUS列は UNK

です。

ldm list-io [-l] [-p]

ここでは、次のように指定します。

■ -lは、ダイレクト I/O割り当て可能デバイスによりホストされるサブデバイス
に関する情報を表示します。この出力は、ダイレクト I/O割り当て可能デバイス
によって受信ドメインに貸し出されるデバイスを示します。サブデバイス名
は、コマンド入力のために使用することはできません。

■ -pは、解析可能でマシンが読み取り可能な形式で出力を書き込みます。

論理ドメイン構成の一覧表示

次のサブコマンドは、サービスプロセッサ (Service Processor、SP)上に格納される論
理ドメインの構成のリストを表示します。

ldm ls-config [-r [autosave-name]]

-r [autosave-name]は、制御ドメインに存在する自動保存ファイルの構成を表示しま
す。autosave-nameが指定されている場合、autosave-nameでのみレポートされま
す。出力には、対応する SP構成よりも自動保存ファイルが新しいかどうかも示さ
れます。

注 –遅延再構成が保留中の場合は、構成の変更はただちに自動保存されます。その
ため、ldm ls-config -r コマンドを実行すると、自動保存構成は現在の構成より新
しいものとして表示されます。

変数の一覧表示

次のサブコマンドは、論理ドメインの 1つ以上の変数のリストを表示します。ドメ
インのすべての変数を表示するには、var-nameを空白のままにします。

ldm ls-var [var-name...] ldom
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ここでは、次のように指定します。

■ var-nameは、表示する変数の名前です。名前を指定しない場合、そのドメイン
のすべての変数が表示されます。

■ ldomは、1つ以上の変数を表示する論理ドメインの名前です。

資源管理ポリシーの追加

このサブコマンドでは、1つ以上の論理ドメインの資源管理ポリシーを追加できま
す。資源管理ポリシーは、オプションのプロパティーとそれらの値で構成されてい
ます。

電源管理がエラスティックモード「でない限り」、CPU DRをサポートするアク
ティブドメインで資源管理ポリシーを有効にできます。

ldm add-policy [enable=yes|no] [priority=value] [attack=value] [decay=value]
[elastic-margin=value] [sample-rate=value] [tod-begin=hh:mm[:ss]]
[tod-end=hh:mm[:ss]] [util-lower=percent] [util-upper=percent] [vcpu-min=value]
[vcpu-max=value] name=policy-name ldom...

ここでは、次のように指定します。

■ プロパティーは「Properties」セクションに記述されています。
■ ldomは、資源管理ポリシーを追加する論理ドメインを指定します。

資源管理ポリシーの変更

このサブコマンドでは、オプションのプロパティーに値を指定して、1つ以上の論
理ドメインの資源管理ポリシーを変更できます。

ldm set-policy [enable=[yes|no]] [priority=[value]] [attack=[value]] [decay=[value]]
[elastic-margin=[value]] [sample-rate=[value]] [tod-begin=[hh:mm:ss]]
[tod-end=[hh:mm:ss]] [util-lower=[percent]] [util-upper=[percent]] [vcpu-min=[value]]
[vcpu-max=[value]] name=policy-name ldom...

ここでは、次のように指定します。

■ プロパティーは「Properties」セクションに記述されています。
■ ldomは、資源管理ポリシーを変更する論理ドメインを指定します。

資源管理ポリシーの削除

このサブコマンドでは、1つ以上のポリシー名を指定して、論理ドメインから資源
管理ポリシーを削除できます。

ldm remove-policy [name=]policy-name... ldom

資源管理ポリ
シーの追加、設
定、および削除
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ここでは、次のように指定します。

■ nameプロパティーは、資源管理ポリシーの名前である policy-nameを指定しま
す。

■ ldomは、資源管理ポリシーを削除する論理ドメインを指定します。

次のサブコマンドでは、既存の構成を使用して、1つ以上のゲストドメインまたは
制御ドメイン、あるいはこの両方の種類のドメインを構成できます。ldm

init-systemコマンドは、XMLファイル (ldm ls-constraints -xの出力など)を入力
として取り込み、指定したドメインを構成し、制御ドメインを再起動します。出荷
時のデフォルトの構成を使用してこのコマンドを実行します。

ldm init-system [-rs] -i file

ここでは、次のように指定します。

■ -i fileは、論理ドメインの作成に使用するXML構成ファイルを指定します。
■ -rは構成後にシステムを再起動します。
■ -sは、仮想サービス構成 (vds、vcc、および vsw)のみを復元します。

例 1 デフォルトのサービスの作成

3つのデフォルトのサービスである、仮想ディスクサーバー、仮想スイッチ、およ
び仮想コンソール端末集配信装置を設定して、これらのサービスをゲストドメイン
にエクスポートできるようにします。

# ldm add-vds primary-vds0 primary

# ldm add-vsw net-dev=nxge0 primary-vsw0 primary

# ldm add-vcc port-range=5000-5100 primary-vcc0 primary

例 2 サービスの一覧表示

サービスのリストを表示して、サービスが正常に作成されたこと、または使用可能
なサービスを確認することができます。

# ldm ls-services primary

VCC

NAME LDOM PORT-RANGE

primary-vcc0 primary 5000-5100

VSW

NAME LDOM MAC NET-DEV DEVICE DEFAULT-VLAN-ID PVID VID MODE

primary-vsw0 primary 00:14:4f:f9:68:d0 nxge0 switch@0 1 1

VDS

NAME LDOM VOLUME OPTIONS MPGROUP DEVICE

primary-vds0 primary

例 3 制御ドメインの初期設定

制御ドメインは、primaryと呼ばれ、Logical Domains Managerのインストール時に
存在する初期ドメインです。制御ドメインではすべての資源を利用でき、それらの
資源は使用しているサーバーによって異なります。制御ドメインで維持する資源の

XMLファイルからの
ドメインの構成ま
たは再構成

使用例
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例 3 制御ドメインの初期設定 (続き)

みを設定し、残りの資源をゲストドメインに割り当てられるようにします。次
に、構成をサービスプロセッサに保存します。再起動して変更を有効にする必要が
あります。

制御ドメインとその他のドメイン間のネットワークを使用可能にする場合、制御ド
メインで仮想スイッチを plumbします。ゲストドメインでコンソールを使用するに
は、仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd(1M))を使用可能にする必要が
あります。

# ldm start-reconf primary

# ldm set-crypto 1 primary

# ldm set-vcpu 4 primary

# ldm set-mem 4G primary

# ldm add-config initial

# shutdown -y -g0 -i6

# ifconfig -a

# ifconfig vsw0 plumb

# ifconfig nxge0 down unplumb

# ifconfig vsw0 IP-of-nxge0 netmask netmask-of-nxge0 broadcast + up

# svcadm enable vntsd

例 4 バインドの一覧表示

バインドのリストを表示して、指定した資源が制御ドメインにあるかどうか、また
は任意のドメインにバインドされている資源を確認できます。

# ldm ls-bindings primary

NAME STATE FLAGS CONS VCPU MEMORY UTIL UPTIME

primary active -t-cv 4 4G 12% 11m

MAC

08:00:90:11:11:10

VCPU

VID PID UTIL STRAND

0 0 18% 100%

1 1 13% 100%

2 2 9.8% 100%

3 3 5.4% 100%

MEMORY

RA PA SIZE

0x4000000 0x4000000 4G

IO

DEVICE PSEUDONYM OPTIONS

pci@400 pci_0
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例 4 バインドの一覧表示 (続き)

pci@500 pci_1

pci@400/pci@0/pci@9 PCIE2

pci@400/pci@0/pci@9 MB/SASHBA

pci@500/pci@0/pci@8 MB/NET0

VCC

NAME PORT-RANGE

primary-vcc0 5000-5100

VSW

NAME MAC NET-DEV DEVICE MODE

primary-vsw0 00:14:4f:f9:68:d0 nxge0 switch@0 prog,promisc

VDS

NAME VOLUME OPTIONS DEVICE

primary-vds0

例 5 論理ドメインの作成

必要とするゲストドメイン構成を作成するための資源の存在の確認、ゲストドメイ
ンの追加、ドメインに必要な資源およびデバイスの追加、起動時の動作をシステム
に指示する起動パラメータの設定、ドメインへの資源のバインド、バックアップ用
のXMLファイルへのゲストドメインの構成の保存を実行します。また、primaryド
メインおよびゲストドメインの構成を SCに保存する場合があります。その後、ド
メインを起動し、ドメインのTCPポートを検出し、デフォルトの仮想コンソール
サービスを介してそのTCPポートに接続することができます。

# ldm ls-devices

# ldm add-dom ldg1

# ldm add-vcpu 4 ldg1

# ldm add-mem 1g ldg1

# ldm add-vnet vnet1 primary-vsw0 ldg1

# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c0t1d0s2 vol1@primary-vds0

# ldm add-vdisk vdisk1 vol1@primary-vds0 ldg1

# ldm set-var auto-boot\?=false ldg1

# ldm set-var boot-device=vdisk1 ldg1

# ldm bind-dom ldg1

# ldm ls-constraints -x ldg1 > ldg1.xml

# ldm add-config ldg1_4cpu_1G

# ldm start ldg1

# ldm ls -l ldg1

# telnet localhost 5000

例 6 多数のゲストドメインに対する 1つの端末の使用

通常、作成した各ゲストドメインには、そのドメイン専用のTCPポートおよびコ
ンソールがあります。1つめのゲストドメイン (この例では、ldg1)を作成したあと
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例 6 多数のゲストドメインに対する 1つの端末の使用 (続き)

は、ldm set-vconsコマンドを使用して、その他すべてのドメイン (この例での 2つ
めのドメインは ldg2)を同じコンソールポートに接続できます。set-vconsサブコマ
ンドは、アクティブでないドメインでのみ機能します。

# ldm set-vcons group=ldg1 service=primary-vcc0 ldg2

1つめ以外のすべてのゲストドメインで set-vconsコマンドを実行したあとに、ldm

ls -lコマンドを実行すると、すべてのドメインが同じポートに接続していること
を確認できます。コンソールの使用法については、vntsd(1M)マニュアルページを
参照してください。

例 7 論理ドメインへの仮想PCIバスの追加
I/Oドメインは、物理 I/Oデバイスの直接所有権を持ち、これらに直接アクセスで
きるサービスドメインの一種です。I/Oドメインは、仮想 I/Oデバイスの形式でゲ
ストドメインにサービスを提供します。この例では、論理ドメインに仮想 PCIバス
を追加する方法について示します。

# ldm add-io pci@7c0 ldg1

例 8 仮想データプレーンのチャンネル機能の追加 (Netraのみ)
使用しているサーバーにNetra Data Plane Software (NDPS)環境がある場合、仮想
データプレーンのチャンネル機能を追加することがあります。まず、サービスドメ
インに仮想データプレーンのチャンネルサービス (primary-vdpcs0など)を追加しま
す。この場合のサービスドメインは、primaryドメインです。

# ldm add-vdpcs primary-vdpcs0 primary

サービスドメイン (primary)にサービスを追加したら、ゲストドメイン (ldg1)に仮
想データプレーンのチャンネルクライアント (vdpcc1)を追加できます。

# add-vdpcc vdpcc1 primary-vdpcs0 ldg1

例 9 制御ドメインの遅延再構成処理の取り消し

1つの遅延再構成処理によって、その他すべてのドメインの構成処理がブロックさ
れます。制御ドメインの遅延再構成処理の取り消しが必要になる場合がありま
す。たとえば、目的のドメインまたは他のドメインでほかの構成コマンドを実行で
きるように、処理を取り消す場合があります。このコマンドを使用すると、遅延再
構成処理を取り消して、目的のドメインまたは他のドメインでほかの構成処理を行
うことができます。

# ldm cancel-op reconf primary

例 10 ドメインの移行

論理ドメインは、別のマシンに移行することができます。次に、成功する移行の例
を示します。
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例 10 ドメインの移行 (続き)

# ldm migrate ldg1 root@dt90-187:ldg

Target password:

例 11 構成の一覧表示

次の例は、構成を表示する方法を示しています。1つめのコマンドは、SPに格納さ
れている構成を表示します。2つめのコマンドは、SP上の構成と、制御ドメイン上
の自動保存構成に関する情報を表示します。

# ldm ls-config

factory-default

3guests [current]

data1

reconfig_primary

split1

# ldm ls-config -r

3guests [newer]

data1 [newer]

reconfig_primary

split1

unit

現在の 3guests構成と data1構成の両方で、SPに保存されていない変更が自動保存
されています。この状態のときにシステムの電源が再投入されると、Logical
Domains Managerは指定の手順に基づき、自動保存された 3guestsの構成を回復し
ます。3guestsが currentとしてマークされているため、自動保存の回復処理はこの
システムに対して実行されます。

reconfig_primaryおよび split1自動保存構成は、SP上のバージョンと同一で、よ
り新しいバージョンではありません。

unit構成は、自動保存構成として制御ドメインにのみ存在します。unitに対応す
る構成は、SP上には存在しません。この状況は、SPで構成が失われると発生する
ことがあります。SPを交換した場合、または SP上の持続的なバージョンの構成に
問題が発生した場合、構成が失われる可能性があります。rm-configコマンドを使
用して構成を明示的に削除すると、制御ドメインの自動保存構成も削除されま
す。その結果、制御ドメインにも SPにも構成は残りません。

例 12 I/Oデバイスの一覧表示

次の例では、システム上の I/Oデバイスを一覧表示します。最初のセクションに
は、primaryドメイン上にある PCIeバスに関する情報が表示されます。2つ目のセ
クションには、ダイレクト I/O割り当て可能デバイスに関する情報が表示されま
す。

# ldm ls-io

IO PSEUDONYM DOMAIN
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例 12 I/Oデバイスの一覧表示 (続き)

-- --------- ------

pci@400 pci_0 primary

pci@500 pci_1 primary

PCIE PSEUDONYM STATUS DOMAIN

---- --------- ------ ------

pci@400/pci@0/pci@c PCIE1 EMP -

pci@400/pci@0/pci@9 PCIE2 OCC ldg1

pci@400/pci@0/pci@d PCIE3 OCC ldg2

pci@400/pci@0/pci@8 MB/SASHBA OCC primary

pci@500/pci@0/pci@9 PCIE0 EMP -

pci@500/pci@0/pci@d PCIE4 OCC ldg2

pci@500/pci@0/pci@c PCIE5 OCC ldg1

pci@500/pci@0/pci@8 MB/NET0 OCC primary

次の終了値が返されます。

0 正常に完了しました。

>0 エラーが発生しました。

次の属性の説明については、attributes(5)マニュアルページを参照してください。

属性型 属性値

使用条件 SUNWldm

インタフェースの安定性 未確定

dumpadm(1M)、ifconfig(1M)、shutdown(1M)、vntsd(1M)、attributes(5)

『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイド』

終了ステータス

属性

関連項目
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ldmconfig – Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistant

ldmconfig [-cdh]

Oracle VM Server for SPARC Configuration Assistantである ldmconfigユーティリ
ティーは、Oracle VM Server for SPARCを実行可能なシステムを効率良く設定する端
末ベースのアプリケーションです。Oracle VM Server for SPARCソフトウェアの実行
に使用できるのは、チップマルチスレッド (Chip Multi-Threaded-based、CMT)
ベースのシステムのみです。

ldmconfigは、システムを検査して、有効な構成を生成するためのデフォルトの一
連の選択肢をユーザーに提供します。設定プロパティー値の収集後、ldmconfig

は、論理ドメインの設定に適した構成を作成します。

ldmconfigユーティリティーは、コンソール接続、リモート端末エミュレータ、ま
たは sshセッションを使用して実行できます。

Configuration Assistantは、次のオプションを使用します。

-c Oracle Solaris OSメディアに有効なパッケージがあるかどうかを確認します。

-d デバッグモードを指定します。完了後、実行ログおよびエラーログが保持さ
れます。

-h 使用法メッセージを表示します。

次の終了値が返されます。

0 正常に完了しました。

>0 エラーが発生しました。

次の属性の説明については、attributes(5)マニュアルページを参照してください。

属性型 属性値

使用条件 SUNWconfig

インタフェースの安定性 未確定

ldm(1M)、attributes(5)

『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイド』

名前

形式

機能説明

終了ステータス

属性

関連項目
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ldmd – Logical Domains Managerデーモン

/opt/SUNWldm/bin/ldmd

ldmdデーモンは Logical Domains Managerと呼ばれます。これは、論理ドメインの作
成および管理に使用される、ldmコマンド用のデーモンプログラムです。Logical
Domains Managerは、サーバーごとに 1つだけ存在できます。ldmdデーモン
は、サービスプロセッサ (Service Processor、SP)により作成される初期ドメインであ
る、制御ドメイン上で実行されます。制御ドメインの名前は primaryです。

論理ドメインとは、独自のオペレーティングシステム、リソース、識別情報を単一
システム内に持つ個別の論理グループです。各論理ドメインは、サーバーの電源の
再投入を必要とせずに、作成、削除、再構成、および再起動を単独で行うことがで
きます。セキュリティー上の理由から、論理ドメインを使用してさまざまなアプリ
ケーションを異なるドメインで動作させて、アプリケーションの独立性を維持する
ことができます。

svcadmコマンドで、次のプロパティーを変更できます。

ldmd/autorecovery_policy

自動回復ポリシーを指定します。このプロパティーには、次の値のいずれかを指
定できます。
■ autorecovery_policy=1 –自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新し
い場合に、警告メッセージをログに記録します。これらのメッセージ
は、ldmd SMFログファイルに記録されます。ユーザーは、構成の回復を手動
で実行する必要があります。これはデフォルトのポリシーです。

■ autorecovery_policy=2 –自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新し
い場合に、通知メッセージを表示します。この通知メッセージは、毎回の
Logical Domains Managerの再起動後に最初に ldmコマンドが発行されたとき
に、いずれかの ldmコマンドの出力になります。ユーザーは、構成の回復を
手動で実行する必要があります。

■ autorecovery_policy=3 –自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新し
い場合に、構成を自動的に更新します。この処理により、次の電源再投入時
に使用される SP構成が書き換えられます。この構成は、制御ドメインに保存
されている、より新しい構成で更新されます。この処理は、現在実行中の構
成には影響を与えません。この処理は、次の電源再投入時に使用される構成
にのみ影響します。新しい構成が SP上で保存され、次回システムで電源再投
入を実行したときに起動されるというメッセージも記録されます。これらの
メッセージは、ldmd SMFログファイルに記録されます。

ldmd/incoming_migration_enabled

xmpp_enabledも trueに設定されている場合、別のシステムからこのシステムへ
のゲストドメインの移行を有効にします。デフォルト値は trueです。

ldmd/outgoing_migration_enabled

xmpp_enabledも trueに設定されている場合、このシステムから別のシステムへ
のゲストドメインの移行を有効にします。デフォルト値は trueです。

名前

形式

機能説明

SMFプロパティー
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ldmd/xmpp_enabled

ldmd XMPPサーバーが他社製の管理アプリケーションからの構成要求を待機でき
るようにします。また、2つのシステム間の移行を調整するために、ldmdデーモ
ンが別のシステム上の ldmdデーモンと通信できるようにします。デフォルト値
は trueです。

次の属性の説明については、attributes(5)マニュアルページを参照してください。

属性型 属性値

使用条件 SUNWldm

インタフェースの安定性 未確定

svcs(1)、drd(1M)、ldm(1M)、ldmad(1M)、svcadm(1M)、vntsd(1M)、attributes(5)、smf(5)

ldmdサービスは、サービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)により管理
され、svc:/ldoms/ldmd:defaultサービス識別子を使用します。smf(5)マニュアル
ページを参照してください。

svcadmコマンドを使用して、再起動の有効化、無効化、または要求などの管理操作
をこのサービスで実行します。svcsコマンドを使用してサービスの状態をクエ
リーします。

ldmd SMFプロパティーについては、『Oracle VM Server for SPARC 2.0管理ガイ
ド』を参照してください。

属性

関連項目

注意事項
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ldmp2v – Oracle VM Server for SPARC Physical-to-Virtual (P2V)移行ツール用のコマン
ド行インタフェース

ldmp2v collect [-a flash|none] [-O "flarcreate-options"] [-v] [-x mount-point [-x ...]]

-d data-dir
ldmp2v prepare [-b zvol|file|disk] [-B backend:volume:vdisk [-B ...]] [-c cpu]
[-m mount-point:size [-m ...]] [-M memsize] [-o keep-hostid] [-o keep-mac] [-p prefix]
[-s] [-v] [-x no-auto-adjust-fs] [-x remove-unused-slices] -d data-dir domain

ldmp2v prepare -R guest-root [-c cpu] [-M memsize] [-o keep-hostid] [-o keep-mac]

[-v] -d data-dir domain
ldmp2v prepare -C domain
ldmp2v convert -i install-image -d data-dir [-v] domain
ldmp2v convert [-j] -n interface -d data-dir [-v] domain

Oracle VM Server for SPARC Physical-to-Virtual (P2V)移行ツールのバージョン 1.0
は、既存の物理システムを、チップマルチスレッディング (Chip
Multi-Threading、CMT)システム上の論理ドメインで実行する仮想システムに自動
的に変換します。ソースシステムには、Solaris 8以降のオペレーティングシステム
を実行する sun4u SPARCシステム、または Solaris 10 OSを実行する非 Logical
Domains sun4uシステムを指定できます。

物理システムから仮想システムへの変換は、次のフェーズで実行されます。

■ 収集フェーズ。物理ソースシステムで実行されます。collectは、ソースシステ
ムに関して収集した構成情報に基づいて、ソースシステムのファイルシステム
イメージを作成します。

■ 準備フェーズ。ターゲットシステムの制御ドメインで実行されます。prepare

は、collectフェーズで収集された構成情報に基づいて、ターゲットシステムに
論理ドメインを作成します。ファイルシステムイメージは、1つ以上の仮想
ディスクに復元されます。このイメージは、論理ドメインとして動作できるよ
うに変更されます。

■ 変換フェーズ。ターゲットシステムの制御ドメインで実行されます。convert

フェーズで、標準の Solarisアップグレードプロセスを使用することにより、作
成された論理ドメインが、Solaris 10 OSを実行する論理ドメインに変換されま
す。

次の節からは、物理システムから仮想システムへの変換が各フェーズで実行される
方法について説明します。

ldmp2v collect [-a flash|none] [-O "flarcreate-options"] [-v] [-x mount-point [-x ...]]

-d data-dir

ldmp2v collectコマンドは、次のオプションを使用します。

-a flash|none 使用するアーカイブ方法を指定します。有効な値は、flash

または noneです。デフォルトは flashです。

名前

形式

機能説明

収集フェーズ
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-O "flarcreate-options" flarcreateコマンドに渡すオプションの引用符付きのリス
トを指定します。flarcreateのオプションのうち許可され
ているものは、-cと -xのみです。-cオプションはアーカ
イブを圧縮し、-xオプションはアーカイブからファイルま
たはディレクトリを除外します。複数の flarcreateオプ
ションを指定できます。-Oオプションは、-a flashを使用
してフラッシュアーカイブ方法を指定する場合にのみ使用
できます。

-v 詳細モードを使用します。このモードでは、ldmp2vに
よって発行されるメッセージがより詳細になります。

-x mount-point mount-pointでマウントされるファイルシステムをアーカイ
ブから除外します。

-d data-dir P2Vファイルを格納するディレクトリをシステムごとに指
定します。収集フェーズでは、このディレクトリは、root

による書き込みが可能である必要があります。中間ディレ
クトリは、自動的に作成されます。

ldmp2v prepare [-b zvol|file|disk] [-B backend:volume:vdisk [-B ...]] [-c cpu]
[-m mount-point:size [-m ...]] [-M memsize] [-o keep-hostid] [-o keep-mac]

[-p prefix] [-s] [-v] [-x no-auto-adjust-fs] [-x remove-unused-slices]

-d data-dir domain
ldmp2v prepare -R guest-root [-c cpu] [-M memsize] [-o keep-hostid] [-o keep-mac]

[-v] -d data-dir domain
ldmp2v prepare -C domain

ldmp2v prepareコマンドは、次のオペランドおよびオプションを使用します。

domain 操作の対象となる論理ドメインを指定します。

-b zvol|file|disk 使用するバックエンドの種類を指定します。仮想ディス
クは、ZFSボリューム (zvol)、プレーンファイル
(file)、物理ディスクまたはボリュームマネージャーボ
リューム (disk)で構成されます。このオプション
は、/etc/ldmp2v.conf内の BACKEND_TYPEの設定を上書き
します。

-B backend:volume:vdisk バックエンドデバイスの名前を指定し、任意で、作成す
るボリュームおよび仮想ディスクの名前を指定しま
す。volumeまたは vdisk値が省略されている場合、デ
フォルトの名前が使用されます。省略する各値にコロン
文字 (:)を指定することにより、値を省略できます。た
とえば、-Bオプションの有効な使用方法とし
て、-B ::vdisk01と -B :volume001が挙げられます。

準備フェーズ

ldmp2v(1M)

Oracle VM Server for SPARC 2.0リファレンスマニュアル • 最終更新日 2010年 9月60



このオプションは、diskバックエンドに必要であ
り、/dev/dsk/c0t2d0s2または /dev/md/dsk/d100のよう
に少なくともバックエンドデバイスを指定するようにし
ます。diskバックエンドについては、物理システムのマ
ニフェスト内に存在する各ディスクに対して -Bオプ
ションを 1つ指定します。

zvolおよび fileバックエンドについては、backendを使
用して、ldmp2vが仮想ディスク用に作成するファイルま
たは ZFSデータセットを指定できます。たとえ
ば、-B data/ldom1/disk0のように指定します。-Bオプ
ションを使用して、バックエンド名を指定し、デフォル
ト名を上書きします。デフォルト名は、-pオプション
によって生成されるか、/etc/ldmp2v.config内の
BACKEND_PREFIX設定とドメイン名によって生成されま
す。

-c cpu VCPUの数を論理ドメインに割り当てます。デフォルト
では、ldmp2vは、物理システム上の各CPUに 1つの
VCPUを割り当てます。

-C 指定したドメインをクリーンアップします。

-d data-dir P2Vに必要なファイルが配置されるディレクトリをシス
テムごとに指定します。

-m mount-point:size mount-pointで、ファイルシステムのベースとなるスラ
イスとディスクのサイズを変更します。サイズは
numunitとして指定されます。numは容量であり、unit
はブロックの場合は b、Kバイトの場合は k、Mバイト
の場合は m、ギガバイトの場合は gです。このオプ
ションは、複数回指定できます。このオプション
は、/、/usr、および /varの自動サイズ変更を無効にし
ます。mount-pointが swapである場合、最初に構成され
たスワップデバイスが sizeの値にサイズ変更されます。

-M memsize 論理ドメインに割り当てるメモリー量をMバイト単位
で指定します。デフォルトでは、ldmp2vは、物理システ
ムと同じ量を割り当てます。

-o keep-hostid 物理システムのホスト IDを論理ドメインに転送しま
す。デフォルトで、Logical Domains Managerは新しい一
意のホスト IDを割り当てます。

-o keep-mac 物理システムのMACアドレスを論理ドメインに転送し
ます。デフォルトで、Logical Domains Managerは新しい
一意のMACアドレスを割り当てます。

ldmp2v(1M)
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-p prefix バックエンドデバイスを作成する場所を指定しま
す。zvolバックエンドの場合は ZFSデータセット、file

バックエンドの場合は /からの相対ディレクトリを指定
します。このオプションは、/etc/ldmp2v.confの
BACKEND_PREFIXパラメータより優先されます。

-R guest-root 非自動モードを選択します。OSイメージの変更手順
は、guest-rootをルートとするファイルシステムに適用
されます。論理ドメインの /etc/vfstabを更新し
て、guest-root配下のファイルシステムのレイアウトに
一致させます。

-s スパースバックエンドデバイスを作成します。このオプ
ションは、/etc/ldmp2v.confの BACKEND_SPARSEパラ
メータより優先されます。

-v 詳細モードを使用します。このモードでは、ldmp2vに
よって発行されるメッセージがより詳細になります。

-x no-auto-adjust-fs /、/usr、および /varファイルシステムが自動サイズ調
整で合計 10Gバイトにならないようにします。既存の
ファイルシステムのサイズは新しい Solarisリリースに
アップグレードするには十分でない場合があるため、こ
のオプションは慎重に使用してください。

-mオプションを使用すると、ファイルシステムのサイ
ズを手動で変更できます。

-x remove-unused-slices ファイルシステムまたはスワップデバイスを保持しない
スライスを作成しないことにより、仮想ディスクのサイ
ズを減らします。

ldmp2v convert -i install-image -d data-dir [-v] domain
ldmp2v convert [-j] -n interface -d data-dir [-v] domain

ldmp2v convertコマンドは、次のオプションを使用します。

-d data-dir P2Vに必要なファイルが配置されるディレクトリをシステムごと
に指定します。

-i install-image アップグレードに使用する Solaris 10 OS DVD ISOイメージへのパ
スを指定します。

-j Custom JumpStartを使用します。この場合、JumpStartサーバーお
よび JumpStartクライアントが適切に構成されている必要があり
ます。

-n interface ネットワークインストールサーバーを使用する場合に起動する仮
想ネットワークインタフェースを指定します。

変換フェーズ
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-v 詳細モードを使用します。このモードでは、ldmp2vによって発行
されるメッセージがより詳細になります。

注意 –変換フェーズを開始する前に、元の物理システムを停止してください。これ
は、論理ドメインが、物理システムと同じ IPアドレスを使用し、場合によっては
同じMACアドレスを使用するためです。

物理システムのいずれかの IPアドレスがアクティブな場合、ldmp2v convertコマン
ドはエラーメッセージを表示して終了します。

この節では、3つのフェーズの例が含まれます。

例 1 収集フェーズの例

ldmp2v collectコマンドの使用方法の例を次に示します。

■ NFSマウント済みファイルシステムを共有する。次の例は、collectフェーズの
簡単な実行方法を示しています。この場合、ソースシステムとターゲットシス
テムは、1つのNFSマウント済みファイルシステムを共有します。

# ldmp2v collect -d /home/dana/p2v/volumia

■ NFSマウント済みファイルシステムを共有しない。ソースシステムと
ターゲットシステムが 1つのNFSマウント済みファイルシステムを共有しない
場合、ファイルシステムイメージをローカル記憶領域に書き込んだあとで制御
ドメインにコピーできます。ldmp2vにより提供されるフラッシュアーカイブ方
法を使用します。フラッシュツールは、作成したアーカイブを自動的に除外し
ます。

# ldmp2v collect -d /home/dana/p2v/volumia -a flash

■ ファイルシステムのバックアップステップをスキップする。NetBackupなど、他
社のバックアップツールを使用することでシステムのバックアップをすでに利
用できる場合は、noneアーカイブ方式を使用してファイルシステムのバック
アップステップをスキップできます。このオプションを使用する場合、システ
ム構成マニフェストのみが作成されます。

# ldmp2v collect -d /home/dana/p2v/volumia -a none

注 – -dで指定するディレクトリが、ソースシステムとターゲットシステムに
よって共有されていない場合は、そのディレクトリの内容を制御ドメインにコ
ピーします。準備フェーズを開始する前に、ディレクトリの内容を制御ドメイ
ンにコピーする必要があります。

■ フラッシュアーカイブからファイルまたはディレクトリを除外する。フ
ラッシュアーカイブ方法を使用する場合、flarcreateコマンドにオプションを
渡すことにより、ファイルまたはディレクトリをアーカイブから除外できま
す。この機能では、少なくとも次のパッチバージョンがソースシステムにイン
ストールされている必要があります。

使用例
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例 1 収集フェーズの例 (続き)

■ Solaris 8 OS:パッチ ID 109318-34
■ Solaris 9 OS:パッチ ID 113434-06

# ldmp2v collect -d /home/dana/p2v/volumia -a flash

-O "-x /path/to/file -x /some/dir"

例 2 準備フェーズの例

ldmp2v prepareコマンドの使用方法の例を次に示します。

■ 次の例は、物理システムのMACアドレスを保持しながら、/etc/ldmp2v.confに
構成されているデフォルトを使用することで、volumiaという論理ドメインを作
成します。

# ldmp2v prepare -d /home/dana/p2v/volumia -o keep-mac volumia

■ 次の例は、-Cオプションを使用して、ドメインとそのバックエンドデバイスを
完全に削除する方法を示しています。

# ldmp2v prepare -C volumia

■ 次の例は、-mオプションを使用して、P2V中のファイルシステムとスワップデ
バイスのサイズ変更を行う方法を示しています。

# ldmp2v prepare -d /home/dana/p2v/normaal -m /:8g -m swap:4g normaal

■ 次の例は、Solarisボリュームマネージャーメタデバイス d100と d101をゲストド
メインのバックエンドデバイスとして使用し、最初の仮想ディスクの名前を
vdisk100に設定する方法を示しています。

# ldmp2v prepare -b disk -B /dev/md/dsk/d100::vdisk100 -B /dev/md/dsk/d101

-d /p2v/volumia volumia

■ 次の例は、デフォルトでない ZFSボリューム名が付いた ZFSボリュームを使用
する方法を示しています。

# ldmp2v prepare -b zvol -B tank/ldom1/zvol1 -B tank/ldom1/zvol2 -d /p2v/volumia

volumia

例 3 変換フェーズの例

ldmp2v convertコマンドの使用方法の例を次に示します。

■ ネットワークインストールサーバーの使用。ldmp2v convertコマンドは、指定
された仮想ネットワークインタフェースを使用して、ネットワークを通じて論
理ドメインを起動します。インストールサーバーで setup_install_serverおよ
び add_install_clientスクリプトを実行する必要があります。

Custom JumpStart機能を使用し、完全に操作不要の変換を実行することもできま
す。

ldmp2v(1M)
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例 3 変換フェーズの例 (続き)

次の例は、ネットワークインストールサーバーを使用してシステムをアップグ
レードする方法を示しています。

# ldmp2v convert -n vnet0 -d /p2v/volumia volumia

次の例は、Custom JumpStartを使用してシステムをアップグレードする方法を示
しています。

# ldmp2v convert -j -n vnet0 -d /p2v/volumia volumia

■ ISOイメージの使用。ldmp2v convertコマンドは、Solaris; DVD ISOイメージを
論理ドメインに接続し、そこから ISOイメージを起動します。アップグレード
を行うには、sysidのすべての質問に回答し、「Upgrade」を選択します。

注 – sysidの質問への回答は、アップグレード処理時にのみ使用されるた
め、もっとも単純なオプション (ネットワーク接続なし、ネームサービスな
し、など)を選択できます。システムの元の IDは、アップグレードによって維
持され、アップグレードの完了後に再起動すると有効になります。アップグ
レードの実行に要する時間は、元のシステムにインストールされている Solaris
クラスタによって決まります。

# ldmp2v convert -i /tank/iso/s10s_u5.iso -d /home/dana/p2v/volumia volumia

次の終了値が返されます。

0 正常に完了しました。

>0 エラーが発生しました。

次の属性の説明については、attributes(5)マニュアルページを参照してください。

属性型 属性値

使用条件 SUNWldmp2v

インタフェースの安定性 未確定

ldm(1M)、attributes(5)
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virtinfo –仮想化ドメイン情報

virtinfo [ -acdpstu ]

virtinfoユーティリティーは、libv12n(3LIB)により返される、現在のドメインに
関する仮想化情報を提供します。オプションが指定されている場合、1つ以上の仮
想化ドメイン特性を表す記号が標準出力に書き出されます。オプションが指定され
ていない場合、virtinfoは仮想化ドメインの種類のみを示します。

virtinfoコマンドは次のオプションをサポートしています。

-a ドメインについて現在分かっている情報をすべて表示します。

-c 制御ドメインのネットワークノード名を表示します。この名前は、制御ドメ
イン上で uname -nコマンドを実行することにより表示される文字列と同一で
す。

-d この仮想ドメインのドメイン名を表示します。

-p 解析可能な形式で情報を表示します。

Logical Domains (LDoms)の解析可能な出力は次の形式になります。

VERSION 1.0

DOMAINROLE|impl=LDoms|control={true|false}|

io={true|false}|service={true|false}|

root={true|false}

DOMAINNAME|name=domain-name
DOMAINUUID|uuid=uuid
DOMAINCONTROL|name=control-domain-nodename
DOMAINCHASSIS|serialno=serial-no

-s プラットフォームシリアル番号を表示します。

-t ドメインの種類を表示します。

Logical Domainsのドメインの種類は、次の空白文字で区切った値の 1つまた
は複数の文字列です。

LDoms[LDoms] LDoms実装

制御 制御ドメイン

ゲスト ゲストドメイン

I/O I/Oドメイン

service サービスドメイン

ルート (root) ルート I/Oドメイン

control値と guest値は相互排他的です。

名前

形式

機能説明

オプション

virtinfo(1M)
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-u ドメインの汎用一意識別子 (Universally Unique Identifier、UUID)を表示しま
す。libuuid(3LIB)マニュアルページを参照してください。

次の終了値が返されます。

0 正常に完了しました。

>0 エラーが発生しました。

例 1 ドメインに関するデフォルト情報の表示

次の例は、ドメインに関するデフォルト情報を示しています。

$ virtinfo

Domain role: LDoms control I/O service root

The current domain is the control domain, which is also an

I/O domain, the service domain and a root I/O domain.

例 2 ドメインに関するすべての情報の表示

次の例は、ドメインに関するすべての使用可能な情報を示しています。

$ virtinfo -a

Domain role: LDoms control I/O service root

Domain name: primary

Domain UUID: 8e0d6ec5-cd55-e57f-ae9f-b4cc050999a4

Control domain: san-t2k-6

Chassis serial#: 0704RB0280

例 3 解析可能な形式によるドメインに関するすべての情報の表示

次の例は、解析可能な形式で、ドメインに関するすべての使用可能な情報を示して
います。

$ virtinfo -ap

VERSION 1.0

DOMAINROLE|impl=LDoms|control=true|io=true|service=true|root=true

DOMAINNAME|name=primary

DOMAINUUID|uuid=8e0d6ec5-cd55-e57f-ae9f-b4cc050999a4

DOMAINCONTROL|name=san-t2k-6

DOMAINCHASSIS|serialno=0704RB0280

次の属性の説明については、attributes(5)を参照してください。

属性型 属性値

使用条件 SUNWcsu

インタフェースの安定性 未確定

終了ステータス

使用例

属性

virtinfo(1M)
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libuuid(3LIB)、libv12n(3LIB)関連項目

virtinfo(1M)
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拡張ライブラリ関数
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v12n, v12n_capabilities, v12n_domain_roles, v12n_domain_name, v12n_domain_uuid,
v12n_ctrl_domain, v12n_chassis_serialno –仮想化環境のドメインパラメータを返しま
す。

cc [ flag... ] file... -lv12n [ library... ]

#include <libv12n.h>

int v12n_capabilities();

int v12n_domain_roles();

int v12n_domain_uuid(uuid_t uuid);

size_t v12n_domain_name(char *buf, size_t buflen);

size_t v12n_ctrl_domain(char *buf, size_t buflen);

size_t v12n_chassis_serialno(char *buf, size_t buflen);

v12n_capabilities()関数は、現在のドメインの仮想化機能マスクを返します。仮
想化機能ビットマスクは次の値で構成されます。

V12N_CAP_SUPPORTED 仮想化がこのドメインでサポートされています。

V12N_CAP_ENABLED 仮想化がこのドメインで有効になっています。

V12N_CAP_IMPL_LDOMS Logical Domainsはサポートされている仮想化実装です。

v12n_domain_roles()関数は仮想化ドメイン役割マスクを返します。仮想化ドメイ
ン役割マスクは次の値で構成されます。

V12N_ROLE_CONTROL 仮想化実装が Logical Domainsであり、このビットが 1の場
合、現在のドメインが制御ドメインです。このビットが 0の
場合、現在のドメインがゲストドメインです。

V12N_ROLE_IO 現在のドメインが I/Oドメインです。

V12N_ROLE_SERVICE 現在のドメインがサービスドメインです。

V12N_ROLE_ROOT 現在のドメインがルート I/Oドメインです。

v12n_domain_uuid()関数は、uuid引数の現在の仮想化ドメインの汎用一意識別子
(Universally Unique Identifier、UUID)を格納します。libuuid(3LIB)マニュアル
ページを参照してください。

v12n_domain_name()関数は、bufによって指定された場所にある現在の仮想化ドメ
インの名前を格納します。buflenは、バッファーのサイズ (バイト単位)を指定しま
す。完全なNULLで終わる名前を保持するにはバッファーが小さすぎる場合は、名
前の最初の buflenバイトがバッファーに格納されます。V12N_NAME_MAXサイズの
バッファーは、ドメイン名を保持するには十分です。bufがNULLであるか、buflen
が 0である場合、名前はバッファーにコピーされません。

名前

形式

機能説明

v12n(3EXT)
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v12n_ctrl_domain()関数は、bufにより指定された場所にある現在のドメインの制
御ドメインまたは dom0ネットワークノード名を格納します。ドメインの制御ドメ
インは、ドメインの移行時には流動的になります。ドメインが移行の処理中だった
場合、この関数により返される情報は失効している可能性があります。buflen
は、バッファーのサイズ (バイト単位)を指定します。完全なNULLで終わる名前を
保持するにはバッファーが小さすぎる場合は、名前の最初の buflenバイトが
バッファーに格納されます。V12N_NAME_MAXサイズのバッファーは、制御ドメイン
ノード名の文字列を保持するには十分です。bufがNULLであるか、buflenが 0であ
る場合、名前はバッファーにコピーされません。

v12n_chassis_serialno()関数は、現在のドメインが bufにより指定された場所で実
行されているプラットフォームのシャーシのシリアル番号を格納します。シャーシ
のシリアル番号は、ドメインの移行時には流動的になります。ドメインが移行の処
理中だった場合、この関数により返される情報は失効している可能性がありま
す。buflenは、バッファーのサイズ (バイト単位)を指定します。完全なNULLで終
わる名前を保持するにはバッファーが小さすぎる場合は、名前の最初の buflenバイ
トがバッファーに格納されます。V12N_NAME_MAXサイズのバッファーは、シャーシ
のシリアル番号の文字列を保持するには十分です。bufがNULLであるか、buflenが
0である場合、名前はバッファーにコピーされません。

正常に完了した場合、v12n_capabilties()および v12n_domain_roles()関数は負で
ないビットマスクを返します。そうでない場合は、v12n_domain_roles()関数が -1
を返し、エラーを示す errnoを設定します。

正常に完了した場合、v12n_domain_uuid()関数が 0を返します。そうでない場合
は、v12n_domain_uuid()関数が -1を返し、エラーを示す errnoを設定します。

正常に完了した場合、v12n_domain_name()、v12n_ctrl_domain()、および
v12n_chassis_serialno()関数が完全な終端処理されていない文字列を保持するた
めに必要なバッファーサイズを返します。そうでない場合は、これらの関数が -1を
返し、エラーを示す errnoを設定します。

v12n_domain_roles()関数は、呼び出し元のプロセスが特権ユーザー以外の IDを持
つ場合には EPERMで失敗します。

次の場合に v12n_domain_name()関数は失敗します。

EPERM 呼び出し元のプロセスが特権ユーザー以外の IDを持っています。

ENOTSUP 仮想化はこのドメインでサポートされていないか、有効になっていませ
ん。

EFAULT bufは不正なアドレスを指しています。

ENOENT sun4vマシン記述にアクセスできないか、uuidノードがありません。

次の場合に v12n_domain_uuid()関数は失敗します。

戻り値

エラー

v12n(3EXT)
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EPERM 呼び出し元のプロセスが特権ユーザー以外の IDを持っています。

ENOTSUP 仮想化はこのドメインでサポートされていないか、有効になっていませ
ん。

EFAULT bufは不正なアドレスを指しています。

ENOENT sun4vマシン記述にアクセスできないか、uuidノードがありません。

次の場合に v12n_ctrl_domain()関数は失敗します。

EPERM 呼び出し元のプロセスが特権ユーザー以外の IDを持っています。

ENOTSUP 仮想化はこのドメインでサポートされていないか、有効になっていませ
ん。

EFAULT bufは不正なアドレスを指しています。

ETIME 制御ドメイン上のドメインサービスがタイムアウト値以内に応答しませ
んでした。

次の場合に v12n_chassis_serialno()関数は失敗します。

EPERM 呼び出し元のプロセスが特権ユーザー以外の IDを持っています。

ENOTSUP 仮想化はこのドメインでサポートされていないか、有効になっていませ
ん。

EFAULT bufは不正なアドレスを指しています。

ETIME 制御ドメイン上のドメインサービスがタイムアウト値以内に応答しませ
んでした。

次の属性の説明については、attributes(5)を参照してください。

属性型 属性値

インタフェースの安定性 「確実」

MT-レベル MT-安全

virtinfo(1M)、libuuid(3LIB)、libv12n(3LIB)、attributes(5)

属性

関連項目

v12n(3EXT)
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libv12n –仮想化ドメイン情報インタフェースライブラリ

cc [ flag... ] file... -lv12n [ library... ]

#include <libv12n.h>

このライブラリ内の関数は特定の仮想化ドメイン情報を抽出します。Logical
Domainsの場合、この情報は次のいずれかからのものです。

■ ドメインのマシン記述
■ Logical Domainsエージェントデーモン (ldmad)により提供される制御ドメインの
ドメインサービス

libv12n.so.1共有オブジェクトは、次に定義されている公開インタフェースを提供
します。共有オブジェクトインタフェースについては、Intro(3)を参照してくださ
い。

v12n_capabilities v12n_chassis_serialno

v12n_ctrl_domain v12n_domain_name

v12n_domain_roles v12n_domain_uuid

/usr/lib/libv12n.so.1 共有オブジェクト

/usr/lib/64/libv12n.so.1 64ビット共有オブジェクト

次の属性の説明については、attributes(5)を参照してください。

属性型 属性値

使用条件 system/library (32ビット)、SUNWcslx (64
ビット)、SUNWhea

インタフェースの安定性 「確実」

MT-レベル MT-安全

virtinfo(1M)、Intro(3)、v12n(3EXT)、attributes(5)

名前

形式

機能説明

インタフェース

ファイル

属性

関連項目

libv12n(3LIB)
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